


eネット会員アンケート
「リサイクルとリユース」

アンケート
分 析

60代以上 16% 20代以下 4%

30代 27%50代 21%
40代 32%

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ

れ
、
1
年
経
過
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、「
リ
サ
イ
ク
ル
と
リ
ユ

ー
ス
」
を
テ
ー
マ
に
ｅ
ネ
ッ
ト

会
員
１
０
０
９
名
を
対
象
に
実

施
し
た
。

調
査
期
間
は
、
５
月
17
日
か
ら

27
日
ま
で
で
、
有
効
回
答
は
８

０
５
名（
回
答
率
：
79
・
８
％
）

だ
っ
た
。

今
回
は
、
ｅ
ネ
ッ
ト
会
員
対

象
だ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、

有
効
回
答
率
が
過
去
最
高
だ
っ

た
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
40
％
し
か

な
か
っ
た
男
性
回
答
者
の
構
成

比
が
44
％
に
上
が
り
、
同
じ
く

20
％
台
だ
っ
た
30
代
以
下
の
構

成
比
が
31
％
に
上
が
っ
た
。
懸

案
の
男
女
･
世
代
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
是

正
さ
れ
て
き
た
。

設
問
内
容
は
、「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
施
行
後
の
実
態
調

査
」、「
自
動
車
、
家
庭
用
パ
ソ

コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

意
識
調
査
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
、
リ
ユ
ー
ス
製
品
に
対
す
る

利
用
実
態
・
意
識
調
査
」
の
３

つ
で
構
成
し
た
。総
論
的
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
･
リ
ユ
ー
ス
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
社
会
に
定
着
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。

無職 9%
一次産業 4%

二次産業 18%

公務員・団体職員 5%
教育関係 4%
自由業 6%

その他 7%

就学者 1%

不明・無回答 1%

三次産業 25%

専業主婦（夫）�
20%

職業別

20代以下

10

22

32名

30代

57

163

220名

40代

81

167

248名

50代

104

69

173名

60代以上

102

30

132名

合計

354名

451名

805名

男性

女性

合計

女性56% 男性44%

性別・世代別
人数

世代別

性　別

回答者のプロフィール

■調査の概要
（1）調査名称：「リサイクルとリユース」
（2）調査対象：財団法人　経済広報センターに登録しているインターネット社会広聴会員1,009名
（3）調査方法：インターネットによる、回答選択方式および自由記述方式
（4）調査期間：2002年5月17日～5月27日
（5）有効回答：805名（79.8％）
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昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

99
％
が
知
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
対
象
製
品
を
知
っ
て
い

る
の
は
98
％
だ
っ
た
。
内
訳
は
、「
４
製

品
と
も
知
っ
て
い
る
」
が
64
％
、「
一
部

の
製
品
を
知
っ
て
い
る
」
が
34
％
だ
っ

た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
消
費

者
負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
96
％
が
知
っ
て
い
た
。

世
代
別
に
見
る
と
、
世
代
が
上
が
る
ほ

ど
よ
く
知
っ
て
い
る
。

1
99
％
が
「
知
っ
て
い
る
」。
う
ち

98
％
は
対
象
製
品
も
「
知
っ
て
い

る
」
―
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
―

対象製品の認知度（「法律」を知っていた人）�

知っていた�
96%

4製品とも�
知っていた�
64%

一部�
知っていた�
34%

知らなかった 1% 無回答 3% 全然知らなかった 1.5% 無回答 0.5%

4製品とも�
知っていた�
40%

4製品とも�
知っていた�
73%

一部の�
製品を�
知っていた�
60%

一部の�
製品を�
知っていた�
25%

リサイクル料金負担の認知度�
（「法律」を知っていた人）�

全体�

20代�
以下�

50代�

昨
年
の
４
月
以
降
で
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
の
４
製
品
を
廃
棄
･
売
却
･

譲
渡
等
何
ら
か
の
形
で
処
分
し
た
こ
と

が
あ
る
の
は
全
体
の
24
％
だ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
･
運
搬
費

を
支
払
っ
て
の
処
分
は
86
・
５
％
だ
っ

た
。 2

24
％
が
「
対
象
製
品
」
を
処
分

―
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
は

86
・
5
％
―

リ
サ
イ
ク
ル
処
分
さ
れ
た
４
製
品
は
、

多
い
順
に
「
テ
レ
ビ
」
、
「
洗
濯
機
」
、

「
冷
蔵
庫
」、「
エ
ア
コ
ン
」
で
、
支
払
わ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
平
均
は
、

「
テ
レ
ビ
」
２
８
０
０
円
、「
洗
濯
機
」

４
０
０
０
円
、「
冷
蔵
庫
」
４
１
０
０
円
、

「
エ
ア
コ
ン
」
４
７
０
０
円
だ
っ
た
。
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
先
は
、「
引
き

取
っ
て
も
ら
っ
た
販
売
店
」
が
最
も
多

く
87
・
１
％
だ
っ
た
。

実
際
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ

て
の
感
想
は
「
消
費
者
負
担
は
当
然
」

が
72
％
を
占
め
た
が
、
そ
の
内
訳
は

「
高
す
ぎ
る
」
が
42
％
、「
妥
当
な
金
額
」

が
29
％
、「
も
う
少
し
高
く
て
も
良
い
」

が
１
％
だ
っ
た
。

3
ト
ッ
プ
は
「
テ
レ
ビ
」

―
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
し
た
製
品
―

すべての製品に�
対して支払った�
82.4%

支払ったものと�
そうでないものがある�
4.1%

まったく�
支払っていない�
13.5%

ある 24%

ない 76%

リサイクル料金の支払いの有無�
（「処分したことがある」人）�

家電リサイクル対象製品の�
処分の有無（全員）�

全体� 全体�

リサイクル料金の支払い先（「支払った」人、複数回答）�

リサイクル料金を支払って廃棄した製品（「支払った」人、複数回答）�

引き取ってもらった�
販売店�
87.1%

引き取ってもらった�
自治体�
7.6%

その他 5.3%

テレビ �
37.4%

冷蔵庫�
21.1%

洗濯機�
26.8%

エアコン�
14.7%

リサイクル料金を支払っての感想（「支払った」人、複数回答）�

消費者負担は当然で�
妥当な金額 �
29%

消費者負担は当然で�
もっと高くても良い  1%

消費者負担は当然だが�
高すぎる �
42%

無回答 2%
わからない 1%

自治体がするべき 1%

製造者と販売者が�
負担するべき 11%

販売者が負担するべき�
1%

製造者が負担するべき�
12%

全体�

全体�

全体�

知っていた�
100%

知っていた�
94%

知らなかった 6%

知らなかった 1%

知っていた�
99%

「家電リサイクル法」の認知度（全員）�

50代�
以上�

20代�
以下�

全体�～「自由記述」から～
家電リサイクルの対象製品を今の4
品目から、「ビデオデッキ」や「電
子レンジ」などまで広げていくの
が良いと思います。

（20歳代／男性／会社員）

◆

家電販売店がリサイクル費用を負
担しているケースもあるようだ。
これでは受益者負担の意識が根付
かない。 （30歳代／女性／主婦）

◆

家電製品のライフサイクルは短す
ぎる。メーカー側は、新商品の投
入も大事だが、修理部門をもっと
充実するべき。修理代の方が新品
を購入するよりも高いため、しか
たなく買い換えをしているものも
たくさんある。

（30歳代／女性／主婦）

◆

現在、私は家電メーカーでテレビ
のリサイクルに関する研究開発に
携わっています。リサイクル料金
の消費者負担が少しでも軽くなる
よう、技術開発に取組んでいます。

（40歳代／男性／会社員）

◆

長く使った製品ほど、リサイクル
処理料金が安くなるようにしたら
どうか。そうすれば、皆が出来る
だけ修理をして、長く使うように
なる。 （40歳代／男性／会社員）

◆

実際にリサイクルを行なっている
現場を見学したことがあります。
人手による大変な作業でしたが、
あのような努力によって資源が再
利用されるのを目の当たりにし、
あらためて「物」を大切にする必
要性を痛感しました。

（40歳代／女性／会社員）

◆

我が家では壊れた家電は修理して
使うのが常識となっており、家電
リサイクル法のお世話になるのは、
たぶん10年以上経ってからのこと
ではないかと思う。

（50歳代／女性／会社員）
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対
象
製
品
の
処
分
で
リ
サ
イ
ク
ル
以

外
の
方
法
の
ト
ッ
プ
は
「
販
売
店
が
無

料
で
引
き
取
っ
た
」
で
38
・
２
％
、
次

い
で
「
売
却
」、「
譲
渡
」
だ
っ
た
。

た
だ
、
こ
れ
は
男
女
別
で
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
男
性
の
ト
ッ
プ
が

「
販
売
店
が
無
料
で
引
き
取
っ
た
」

（
55
・
６
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性

の
ト
ッ
プ
は
「
譲
渡
し
た
」（
43
・
８
％
）

だ
っ
た
。

4
ト
ッ
プ
は
「
販
売
店
が

無
料
で
引
き
取
っ
た
」

―
リ
サ
イ
ク
ル
以
外
の
処
分
―

今
後
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
消
費
者
負

担
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
「
自
動
車
」
、

「
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

「
消
費
者
負
担
は
当
然
」
が
全
体
の
67
・

２
％
を
占
め
た
。
傾
向
的
に
は
家
電
と

ほ
ぼ
同
じ
。

支
払
い
方
式
に
つ
い
て
は
「
法
律
施

行
後
に
購
入
し
た
製
品
は
購
入
時
、
施

行
前
に
購
入
し
て
い
た
も
の
は
廃
棄
時

（
自
動
車
は
車
検
時
）
に
支
払
う
」
が

59
％
と
最
も
多
か
っ
た
。

5
67
・
2
％
が「
消
費
者
負
担
は
当
然
」

―
自
動
車
、
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の

リ
サ
イ
ク
ル
―

0 10 20 30 40 50 60%

リサイクルショップや�
中古品回収業者に�

売却した�

販売店が無料で�
引き取った�

親族・友人・知人に�
譲った�

捨てた�

その他�

全体�

男性�

女性�

リサイクル料金を支払わなかった理由（「支払わなかった」人、複数回答）�

38.2
55.6

18.8

23.5
27.8

18.8

23.5

43.8

5.9

12.5

8.8
11.1

6.3

0.0

5.6

自動車と家庭用パソコンのリサイクル料金の�
消費者負担についての意見（全員）�

消費者負担は当然 �
67.2%

わからない 4.7%
自治体がするべき�

2.3%

製造者と販売者が�
負担するべき 15.2%

販売者が�
負担するべき �
1.0%

製造者が�
負担するべき 9.6%

全体�

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
リ
ユ
ー
ス
製
品

を
購
入
･
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は

全
体
の
69
％
だ
っ
た
。
世
代
別
に
見
る

と
、
20
代
以
下
は
78
・
１
％
だ
が
、
世

代
が
上
が
る
ほ
ど
低
く
な
り
、
60
代
以

上
は
53
％
だ
っ
た
。

購
入
･
使
用
し
て
の
感
想
は
、
93
％

6
69
％
が
購
入
・
使
用
。

ト
ッ
プ
は
「
書
籍
」
―
リ
サ
イ
ク

ル
･
リ
ユ
ー
ス
製
品
―

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
リ
ユ
ー
ス
製
品

を
購
入
･
使
用
し
な
い
理
由
の
ト
ッ
プ

は
「
保
証
制
度
が
不
十
分
」
で
23
・

６
％
、
以
下
「
新
品
し
か
買
わ
な
い
」

（
18
・
７
％
）
、
「
す
ぐ
壊
れ
そ
う
」

（
13
・
９
％
）
と
続
い
た
。

男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
は
「
新
品

し
か
買
わ
な
い
」
が
ト
ッ
プ
で
21
・

５
％
、
女
性
は
「
保
証
制
度
が
不
十
分
」

が
26
・
３
％
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

一
方
世
代
別
で
は
、
30
代
以
上
は
全

体
と
同
様
「
保
証
制
度
が
不
十
分
」
が

ト
ッ
プ
だ
が
、
20
代
以
下
は
「
す
ぐ
壊

れ
そ
う
」
が
28
・
６
％
で
ト
ッ
プ
、「
保

証
制
度
が
不
十
分
」
は
14
・
３
％
で
４

位
だ
っ
た
。

が
「
満
足
」
し
て
お
り
、
内
訳
は
、「
概

ね
満
足
」
が
81
％
、「
大
変
満
足
」
が

12
％
だ
っ
た
。

購
入
･
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
の
ト

ッ
プ
は
「
書
籍
」
で
25
・
１
％
、
次
い

で
「
自
動
車
」（
15
・
２
％
）、「
衣
類
」

（
14
・
２
％
）
、
「
C
D
、
ビ
デ
オ
」

（
13
・
１
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

世
代
別
に
見
る
と
、「
書
籍
」
の
ト
ッ

プ
は
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
各

世
代
の
特
徴
が
出
て
い
る
。

7
ト
ッ
プ
は
「
保
証
制
度
が
不
十
分
」

―
リ
サ
イ
ク
ル
･
リ
ユ
ー
ス
製
品

を
購
入
し
な
い
理
由
―

リサイクル製品やリユース製品を購入・使用したことがあるか（全員）�

どのようなリサイクル製品やリユース製品を購入・使用したことがあるか�
（「ある」の人、複数回答）�

全体�

%順位� %順位� %順位� %順位� %順位� %順位�

20代以下� 30代� 40代� 50代� 60代以上�

①�書籍�

自動車�

衣類�

CD、ビデオ�

家具�

電化製品�

25.1

②� 15.2

③� 14.2

④� 13.1

⑤� 8.3

⑥� 6.1

①� 27.2

⑤� 8.6

③� 17.3

②� 23.5

④� 9.9

⑥� 3.7

①� 25.1

④� 12.4

②� 16.6

②� 16.6

⑤� 8.0

⑥� 5.0

①� 25.3

③� 14.4

②� 15.6

④� 13.7

⑤� 8.6

⑥� 6.3

①� 26.9

②� 19.9

③� 11.2

④� 9.8

⑤� 7.8

⑥� 6.7

①� 21.0

②� 18.7

③� 8.9

⑧� 5.1

④� 8.4

⑤� 7.9

ある�
78.1%

ある�
53.0%

ある�
69.0%

ない�
31.0%

ない�
47.0%

ない�
21.9%

20代�
以下�

60代�
以上�

全体�

%順位� %順位� %順位� %順位� %順位�

20代以下� 30代� 40代� 50代� 60代以上�

新品しか買わない�

他人が使ったものだから�

すぐ壊れそう、性能がよくなさそう�

価格が高い�

保証制度が不十分�

近所にリサイクル・中古店がない�

②�21.4

②�21.4

①�28.6

④�14.3

④�14.3

―� ―�

②�19.0

③�16.7

④�13.5

⑤�12.7

①�22.2

⑥�11.1

③�15.2

④�13.8

④�13.8

⑥�13.1

①�20.0

②�17.2

②�16.0

⑦� 6.6

④�14.2

③�15.1

①�28.3

⑤�11.3

②�24.4

⑤�10.2

③�12.6

⑥� 7.9

①�26.0

⑥� 7.9

その他� ―� ―�⑦� 4.8 ⑦� 6.9 ⑥� 8.5 ④�11.0

世代別�

リサイクル製品やリユース製品を購入・使用しない理由�
（「購入・使用しない」人、複数回答）�

近所にリサイクルショップ�
や中古店がない�
11.8%

その他 7.4%

新品しか買わない�
18.7%

他人が使った�
ものだから�
12.4%

すぐ壊れそう、性能が�
よくなさそうだから�
13.9%

中古品の割には�
価格が高い�
12.2%

保証制度が不十分�
23.6%

%順位� %順位�

男性� 女性�

新品しか買わない�

他人が使ったものだから�

すぐ壊れそう、性能がよくなさそう�

価格が高い�

保証制度が不十分�

近所にリサイクル・中古店がない�

①�21.5

③�14.8

④�12.7

④�12.7

②�20.3

⑥�10.5

②�16.4

⑥�10.3

③�14.9

⑤�11.7

①�26.3

④�12.8

その他� ⑦� 7.5 ⑦� 7.6

性　別�

全体�

～「自由記述」から～
一度買ったものは、少しでも長く・き
れいに使い、「これ以上は無理かな」
というまで使い潰してあげると、商
品も喜ぶはずです。モノに愛着を持
ち、自分なりにリメイクをしたりし
て楽しむというのも1つの方法だと
思います。（20歳代／女性／会社員）

◆

ベビー用品、幼児の玩具など、成長
の一時期に必要とする物は、親族か
らのお下がりを使用しています。

（30歳代／女性／主婦）

◆

学校教育の場でもリサイクル製品を
どんどん使い、子供達に物の大切さ
を教えるべきだと思います。
人の使ったものは汚くて使えない
という子供達は、飽食の時代が生み
出した悲劇だと思います。

（30歳代／女性／会社員）

◆

娘が一人暮らしを始めるのに伴い、
新品ではなくリサイクル品を購入し
てみた。実際に使用して、十分使用
できることが分かり、娘も物を大切
にすることの意義を理解したのでは
ないかと思う。

（40歳代／女性／主婦）

◆

リサイクルやリユース品は、安全性
の面で不安があり、今まで一度も利
用したことがありません。しかし、
部分的に使用できる部品を再利用す
るなどのリサイクルについては賛成
です。 （40歳代／女性／会社員）

◆

先日、リサイクルショップでパソコ
ンを購入しました。欲しかったもの
があまりにも安く購入できたので驚
きました。これから、スポーツ用
品・健康機器などのリサイクル市場
も本格的になればよいと思います。

（50歳代／男性／会社員）

◆

私たちは「物豊かにして心空しい国」
を作ってしまったのではないか。物
を大切にするというリサイクルの考
えは当然だし、もっと質素に生活す
べきだと思う。

（60歳代／男性／無職）
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リサイクル・リユース製品市場についての感想（全員）�

非常に良いことなので�
積極的に利用したい �
21%

非常に良いことなので�
積極的に利用したい �
25%

わからない 4%
良いことと�
思わない �
2%

良いことなので�
製品によって利用したい�
73%

非常に良いことなので�
積極的に利用したい �
17%

全体�

20代�
以下�

60代�
以上�

良いことなので�
製品によって利用したい�
69%

良いことなので�
製品によって利用したい�
77%

こ
れ
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
･
リ
ユ
ー

ス
製
品
に
対
す
る
意
見
・
感
想
は
、
全

体
の
94
％
が
「
良
い
こ
と
だ
か
ら
利
用

す
る
」
と
答
え
た
。

そ
の
内
訳
は
、「
積
極
的
に
利
用
す
る
」

が
21
％
、「
製
品
に
よ
っ
て
利
用
す
る
」

が
73
％
だ
っ
た
。

世
代
別
に
見
る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど
、

「
積
極
的
に
利
用
す
る
」
が
高
く
、
60
代

以
上
の
17
％
に
対
し
て
、
20
代
以
下
は

25
％
だ
っ
た
。

（
文
責
・
主
任
研
究
員
　
林
　
祐
輔
）

8
94
％
が
「
利
用
す
る
」

―
今
後
の
リ
ユ
ー
ス
･
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
に
対
す
る
見
方
―

林

ま
ず
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ご
覧
に
な
っ
て
の
ご
感
想
は
い
か
が
で
す

か
。

深
尾

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行

さ
れ
て
１
年
で
す
が
、
実
は
、
私
も
テ
レ

ビ
を
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
全
体
の
99
％
の
人
が

同
法
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
法
律

そ
の
も
の
の
認
知
度
と
し
て
は
非
常
に
高

い
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の
中
で
対
象
の
4

製
品
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
人
は
64
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
政
府
や
企
業
は
、
も

う
少
し
告
知
の
努
力
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

対
象
4
製
品
に
対
す
る
認
知
度
が
年
齢

に
よ
っ
て
差
が
大
き
い
の
も
印
象
的
で

す
。
50
代
以
上
は
73
％
で
し
た
が
、
20
代

以
下
は
40
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
年

代
に
よ
る
環
境
へ
の
関
心
の
度
合
い
が
違

う
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
対
象
物
を
所

有
し
て
い
る
か
い
な
い
か
が
影
響
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

林

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
に
対
す
る
消
費
者
の

意
識
や
行
動
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
く
と
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

深
尾

確
実
に
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
に
お
金
が
か
か
る

こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、

モ
ノ
を
安
易
に
買
い
換
え
る
と
い
う
意
識

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
後
は
、
対
象
製
品
も
拡
大
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
値
段
が
多
少
高
く

て
も
壊
れ
に
く
く
、
長
い
間
使
え
る
製
品

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
ま
る
で
し
ょ
う

し
、
壊
れ
て
も
修
理
し
て
使
い
続
け
る
と

い
う
意
識
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
大

成
功
で
し
た
。

林

昔
の
よ
う
に
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
傾

向
が
強
ま
る
わ
け
で
す
ね
。

深
尾

そ
う
で
す
ね
。
問
題
は
、
今
の
家

電
製
品
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
増
え
て

し
ま
っ
て
「
販
売
店
で
修
理
で
き
な
い
」

と
か
、
メ
ー
カ
ー
の
価
格
競
争
の
結
果

「
修
理
す
る
よ
り
買
い
換
え
た
方
が
安
い
」

商
品
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
一
種
、
使
い
捨
て
感
覚
で
、
消
費
者

に
、
壊
れ
た
ら
修
理
せ
ず
に
新
品
を
買
う

と
い
う
傾
向
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

林

「
良
い
モ
ノ
を
よ
り
安
く
」
を
追
求

し
て
き
た
メ
ー
カ
ー
の
は
ず
で
す
が
、

「
よ
り
安
く
」
ば
か
り
の
競
争
で
、「
よ
り

良
い
」
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

深
尾
　
一
つ
ひ
と
つ
の
製
品
を
と
っ
て
み

れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
の
努
力
で
、
性
能
や
省

エ
ネ
の
面
で
は
、
満
足
で
き
る
段
階
ま
で

到
達
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
社

会
全
体
が
抱
え
る
省
資
源
あ
る
い
は
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
と
い
う
問
題
に
は
答
え
て
い

ま
せ
ん
ね
。
誰
で
も
簡
単
に
修
理
が
で
き

る
よ
う
な
製
品
づ
く
り
、
部
品
の
保
存
期

間
の
延
長
、
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
対
す
る
品
質
保
証
な
ど
の
仕
組
み

を
、
し
っ
か
り
と
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

林

話
が
ち
ょ
っ
と
そ
れ
ま
す
が
、
大
事

に
長
く
使
う
こ
と
と
省
エ
ネ
と
は
二
律
背

反
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

深
尾
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
例
え
ば
エ
ア

コ
ン
で
す
が
、
ご
家
庭
で
20
年
前
の
製
品

を
使
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
モ
ノ

を
大
事
に
す
る
と
い
う
点
で
は
非
常
に
よ

い
こ
と
で
す
が
、
現
在
の
製
品
と
比
べ
る

と
、
消
費
電
力
が
か
な
り
大
き
い
わ
け
で

す
か
ら
、
省
エ
ネ
と
い
う
観
点
で
は
望
ま

し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ

ー
は
消
費
者
に
対
し
て
十
分
情
報
を
提
供

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

林

こ
れ
か
ら
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
合
わ
せ
た
家
電
製
品
の
使
い
方
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
市
場
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

深
尾
　
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
、
レ
ン

タ
ル
市
場
は
拡
大
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
消
費
の
主
役
に
な
る
若
い
世
代

は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
あ
ま
り
抵
抗
感
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
れ
と
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
製
品
に
求
め
る
機
能

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
冷
蔵
庫
、

子
供
が
い
て
成
長
期
に
は
、
大
き
い
冷
蔵

庫
が
必
要
で
す
が
、
子
供
が
独
立
し
て
し

ま
え
ば
、
比
較
的
小
型
の
も
の
で
も
十
分

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
リ
ユ
ー
ス
、
レ
ン
タ

ル
市
場
が
拡
大
し
て
い
け
ば
、
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、「
第
二
の
人
生
」
を

送
れ
る
製
品
が
増
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

林

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

"識者に聞く"
「リサイクルとリユース」

昨年4月「識者と語る論談倶楽部」で "循環型社会と消費生活" のテーマでご講演をい
ただいた『日経エコロジー』の深尾編集長に伺った。(聞き手：主任研究員　林　祐輔)

生
活
者
の
意
識
を
変
え
た

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

急
が
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ

ー
ス
の
仕
組
み
づ
く
り

拡
大
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ

ー
ス
市
場
で
、
製
品
は
第
二
の

人
生
を
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デ
フ
レ
と
は
一
言
で
い
え
ば
「
物
価

が
中
長
期
に
わ
た
っ
て
下
落
す
る
こ
と
」

で
す
。
卸
売
物
価
、
消
費
者
物
価
と
も

に
下
落
し
続
け
て
お
り
、
政
府
も
2
0

0
1
年
3
月
、
デ
フ
レ
だ
と
認
め
ま
し

た
。
こ
の
デ
フ
レ
に
は
、
冒
頭
申
し
あ

げ
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の

両
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
良
い
デ
フ
レ
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、
良
質
で
安

価
な
生
活
必
需
品
を
製
造
販
売
し
て
い

る
ユ
ニ
ク
ロ
と
か
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
し
ょ
う
。

ま
た
今
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
よ

う
と
す
る
と
、
か
つ
て
私
た
ち
が
買
っ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
も
広
く
て
都
心
に

近
い
と
こ
ろ
が
、
な
お
か
つ
安
く
買
え

ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
な
ど
若
い

人
は
実
質
的
に
給
料
の
価
値
が
上
が
っ

た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
子
供
も
独
立
し
、
住
宅
ロ

ー
ン
も
終
え
て
年
金
で
生
活
し
て
い
る

人
に
と
っ
て
も
、
デ
フ
レ
は
生
活
し
や

す
い
の
で
す
。
海
外
旅
行
を
楽
し
む
熟

年
世
代
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

悪
い
デ
フ
レ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し

ょ
う
。
デ
フ
レ
の
場
合
、
借
金
を
抱
え

た
人
は
大
変
で
す
。

会
社
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
住
宅
ロ
ー

ン
が
払
え
な
く
な
り
家
を
手
放
す
場
合
、

購
入
価
格
よ
り
は
る
か
に
安
く
し
か
売

れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ロ
ー
ン
だ
け
が
残
っ

て
し
ま
う
と
い
う
悲
惨
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
バ
ブ
ル
の
時
に
高
額

な
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
購
入
し
た
人
は
悲

惨
で
す
。

実
は
私
も
東
京
で
、
1
9
8
9
年
に

3
5
5
0
万
円
で
購
入
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
95
年
に
買

い
換
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
購
入
時
の
半
額
で
し
か
売

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
済
記
者
に
し
て
、

こ
ん
な
も
の
で
す
。
先
は
、
読
め
ま
せ

ん
。ま

た
、
企
業
も
ま
っ
た
く
同
じ
構
図

で
す
。
バ
ブ
ル
期
に
銀
行
か
ら
多
額
の

借
金
を
し
て
業
容
を
拡
大
し
た
企
業
経

営
者
は
、
ま
さ
し
く
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱

え
て
い
る
お
父
さ
ん
た
ち
と
同
じ
で
す
。

し
か
も
デ
フ
レ
で
売
上
高
が
減
る
一
方

で
、
儲
け
も
減
っ
て
借
金
を
返
す
の
に

精
一
杯
で
す
か
ら
、
新
た
な
設
備
投
資

を
す
る
気
に
な
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る

と
、
さ
ら
に
売
上
げ
が
落
ち
、
従
業
員

の
賃
金
カ
ッ
ト
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
ま
す
ま
す
デ
フ
レ
に
拍
車
を
か
け

る
と
い
う
ア
リ
地
獄
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。ユ

ニ
ク
ロ
を
良
い
デ
フ
レ
の
例
と
し

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ユ
ニ
ク
ロ
の

商
品
ば
か
り
が
売
れ
て
他
の
企
業
の
商

品
が
売
れ
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
企
業
は

人
員
削
減
等
の
リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
果
た
し
て
ユ

ニ
ク
ロ
が
良
い
デ
フ
レ
な
の
か
も
疑
問

で
す
。

バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
個
人
も
企
業
も
株

や
土
地
で
損
を
し
ま
し
た
。
土
地
で
1

0
0
0
兆
円
、
株
で
1
0
0
0
兆
円
、

合
わ
せ
て
2
0
0
0
兆
円
―
1
5
0
0

兆
円
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
―
の
資
産

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
と
G
D

P
の
4
倍
で
す
。

特
に
金
融
機
関
の
痛
手
が
大
き
い
。

こ
れ
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
最
後
の
ツ
ケ
は
庶
民
に
ま
わ
し
、

企
業
は
あ
ま
り
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
金
融
機
関
が
こ
ん
な
に

大
き
な
ケ
ガ
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
要
因
は
、
地
価
の
下
落
で
す
。

日
本
は
、
一
貫
し
て
地
価
が
上
が
り
続

け
て
来
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
土
地
を

担
保
に
す
れ
ば
大
丈
夫
だ
っ
た
わ
け
で

す
。10

年
前
―
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
で
ま
だ

金
融
機
関
が
元
気
な
こ
ろ
―
日
銀
ク
ラ

ブ
を
担
当
し
て
い
た
私
は
、
銀
行
経
営

者
に
対
し
「
バ
ブ
ル
崩
壊
で
発
生
し
た

不
良
債
権
を
処
分
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
」
と
取
材
の
た
び
に
聞
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
異
口

同
音
に
「
大
丈
夫
だ
。
も
う
少
し
す
れ

ば
、
土
地
と
株
は
ま
た
上
が
る
。
今
手

放
す
と
損
を
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。大

銀
行
の
ト
ッ
プ
で
さ
え
、
デ
フ
レ

が
こ
ん
な
に
深
刻
化
す
る
こ
と
を
予
測

で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
株
は
下
げ
止
ま
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
土
地
価
格
の
下
落
は

な
お
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
金
融
機
関
の
不
良
債
権
は
ど
ん
ど
ん

膨
ら
み
、
そ
れ
が
ま
た
景
気
を
悪
く
す

る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
政
府
は
、
不
良
債
権
の
処
理

を
進
め
る
た
め
、
金
融
庁
の
特
別
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
対
象
に
な
っ

た
1
4
9
社
の
内
の
34
社
が
破
綻
懸
念

先
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

銀
行
か
ら
新
規
融
資
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
の
34
社
は
、
倒
産
す
る
懸
念
が

大
で
す
。
ま
だ
ま
だ
企
業
の
倒
産
は
続

識者と語る論談倶楽部

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
厳
し
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
厳
し
い
環

境
の
元
凶
は
、
煎
じ
詰
め
る
と
、
も
う

10
年
以
上
も
続
い
て
い
る
デ
フ
レ
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

デ
フ
レ
と
言
い
ま
す
と
、
安
価
で
良

い
品
物
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
デ

フ
レ
万
歳
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
企
業
が
経
営

の
苦
し
さ
か
ら
、
賃
金
の
引
き
下
げ
や

人
員
削
減
を
始
め
る
と
、「
デ
フ
レ
は
良

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
」
と
い
う
声

も
出
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
フ
レ
が
不
況
を
呼
び
、
不

況
で
物
が
売
れ
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す

デ
フ
レ
が
進
む
、
と
い
う
悪
循
環
（
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
）
に
陥
り
ま
す
と
、

あ
と
一
歩
で
「
恐
慌
」
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
に
、
ア
メ
リ
カ
で

は
、「
日
本
は
す
で
に
恐
慌
に
突
入
し
て

い
る
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
識
者

も
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
日
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
紙
面
に
登
場
し
て
い
る
「
デ
フ
レ
」

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

4月19日大阪で、講師に『共同通信社大阪支社』経済部次長の谷口学氏を
迎え、「識者と語る論談倶楽部」を開催した｡テーマは「デフレと企業と生活
者」で、関西地区在住の広聴会員35名が出席した。景気低迷が続く中、連
日紙面に登場する「デフレ」について、長年の取材経験をもとに、評論家的
でなく、氏ご自身の思いも盛り込んで説明された。出席者の大半が質問をし、
異口同音に「大変わかり易かった」と感想を述べていた。

フォーラム

「デフレと企業と生活者」
共同通信社 大阪支社経済部次長　谷口　学 氏

識者と語る論談倶楽部

谷口　学（たにぐち　まなぶ）

1950年　11月3日生まれ　
1976年　早稲田大学政治経済学部卒業後、
1978年　毎日新聞社入社

盛岡支局、サンデー毎日記者、
東京本社整理本部を経て、

1987年　社団法人共同通信社へ。
農林省、経済企画庁、日銀キャッ
プ、東京証券取引所兜クラブキャ
ップなどを歴任。

1995年　経済部デスク（東京）。
2000年　7月より大阪支社経済部次長。

P R O F I L E

は
じ
め
に

良
い
デ
フ
レ

悪
い
デ
フ
レ

金
融
機
関
と
不
良
債
権

たに　 ぐち まなぶ
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う
人
も
い
ま
す
。

賛
成
論
の
理
由
は
、「
大
銀
行
を
潰
し

た
ら
日
本
は
潰
れ
る
と
言
わ
れ
続
け
て

き
た
。
し
か
し
、
長
銀
や
日
債
銀
が
実

際
に
潰
れ
た
が
、
日
本
は
潰
れ
て
い
な

い
で
は
な
い
か
。
非
常
時
に
は
非
常
時

の
政
策
が
必
要
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ゆ
く
え
は
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
多

く
の
議
論
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
に

対
し
て
生
活
者
は
、
自
己
防
衛
策
を
考

え
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
例
を

2
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
つ
目
は
、「
金
の
購
入
」
で
す
。
貴

金
属
業
者
に
聞
き
ま
す
と
、「
こ
れ
ま
で

の
金
ブ
ー
ム
は
、
金
の
価
格
が
上
が
れ

ば
売
っ
て
利
益
を
確
保
す
る
と
い
っ
た

財
テ
ク
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
が
、
今

回
の
傾
向
は
、
5
キ
ロ
、
10
キ
ロ
と
ま

と
め
て
買
っ
て
い
く
人
が
多
い
」
と
言

う
答
が
返
っ
て
き
ま
す
。

5
キ
ロ
と
い
え
ば
1
0
0
0
万
円
を

超
え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
大
金
を

投
じ
て
な
ぜ
金
を
買
う
の
で
し
ょ
う
か
。

専
門
家
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、「
有
事

の
金
」
と
言
わ
れ
、
95
年
の
阪
神
大
震

災
、
97
年
の
山
一
証
券
破
綻
の
時
は
、

金
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
そ
う
で
す
。

中
南
米
な
ど
途
上
国
の
よ
う
に
、
政

治
が
不
安
定
な
国
な
ら
理
解
も
で
き
ま

す
が
、
日
本
で
の
不
安
と
は
何
な
の
で

し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
金
持
ち
は
デ
フ
レ
の
先
に

待
っ
て
い
る
の
は
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ

だ
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
と
言
う
こ
と

で
す
。

つ
ま
り
、
国
債
が
暴
落
し
て
長
期
金

利
が
上
昇
し
て
、
銀
行
や
企
業
が
倒
産

す
る
。
あ
る
い
は
、
円
が
大
暴
落
し
て

輸
入
イ
ン
フ
レ
が
起
き
て
物
価
高
に
な

る
。
し
か
し
給
料
が
上
が
ら
な
い
か
ら

生
活
が
苦
し
く
な
る
、
等
々
で
ハ
イ
パ

ー
イ
ン
フ
レ
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い

う
時
は
、
円
を
信
用
で
き
な
い
し
、
土

地
も
株
も
買
え
な
い
。
し
か
ら
ば
、
金

で
担
保
し
て
お
こ
う
、
と
い
う
こ
と
ら

し
い
の
で
す
。

2
つ
目
は
、「
タ
ン
ス
預
金
」
で
す
。

デ
フ
レ
の
時
は
、
現
金
が
一
番
の
財
テ

ク
だ
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
特
に
最
近
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
そ
う
い
う
動
き
を
や
め
さ
せ
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
株
や
土
地
に
は
課
税
せ
ず

に
金
融
資
産
に
課
税
す
べ
き
だ
。
そ
う

す
れ
ば
株
と
土
地
に
資
金
が
回
る
、
と

か
、
新
円
を
発
行
し
て
新
1
0
0
円
を

旧
1
0
2
円
と
交
換
す
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
2
％
の
課
税
が
で
き
る
、
と
い
っ

た
乱
暴
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。

今
の
政
治
情
勢
で
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
検
討
さ

れ
る
ほ
ど
、
今
は
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
者
の
多
く
は
、「
デ
フ
レ
が
不
良
債

権
を
深
刻
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
逆
で
は
な
い
。
日
本
経
済
が
浮
上

す
る
た
め
に
は
デ
フ
レ
の
克
服
が
不
可

決
だ
」
と
い
う
点
で
意
見
は
一
致
し
て

い
ま
す
。

政
府
も
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
て
、
デ

フ
レ
克
服
に
本
腰
を
入
れ
始
め
て
い
ま

す
。そ

の
追
加
デ
フ
レ
対
策
と
い
わ
れ
る

も
の
の
中
か
ら
主
だ
っ
た
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
個
人
に
関
す
る
も
の
で
は
、
豊

か
な
高
齢
者
の
お
金
を
、
生
活
費
で
ピ

ー
ピ
ー
し
て
い
る
壮
年
の
息
子
に
移
動

さ
せ
よ
う
と
い
う
政
策
で
す
。

わ
が
国
の
個
人
金
融
資
産
は
、
1
4

0
0
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
大
半
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
終
わ
り
子

供
も
独
立
し
て
し
ま
っ
た
高
齢
者
が
持

っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
お
金
を
息
子
に

低
い
税
率
で
生
前
贈
与
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
壮
年

層
の
消
費
や
住
宅
投
資
が
、
顕
在
化
し

て
く
る
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
企
業
に
対
し
て
は
、
償
却
制

度
の
拡
充
や
、
設
備
投
資
を
促
進
す
る

た
め
の
減
税
や
研
究
開
発
費
の
一
定
割

合
を
税
額
控
除
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う

な
も
の
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
、
都
市
再

生
事
業
の
推
進
で
す
。
電
線
を
地
中
化

す
る
だ
け
で
も
景
観
が
よ
く
な
り
ま
す

し
、
規
制
を
緩
和
す
れ
ば
高
い
ビ
ル
も

建
設
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
で
雇

用
も
生
み
出
せ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
先
端
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
、
規
制
を
緩
和
し
て
経
済
特
区
を

設
け
、
再
生
の
核
に
し
よ
う
と
い
う
政

策
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
デ
フ
レ
克
服
の
た

め
の
追
加
政
策
が
打
た
れ
て
く
る
予
定

で
す
。

デ
フ
レ
の
深
刻
さ
の
話
ば
か
り
に
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
捨
て

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
開
発

面
で
は
、
か
な
り
の
蓄
積
が
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ハ
イ
テ

ク
、
I
T
、
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
等
々

で
す
。
中
で
も
ナ
ノ
テ
ク
は
日
本
の
得

意
と
す
る
分
野
で
、
今
注
目
さ
れ
て
い

る
カ
ー
ボ
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
技
術
は
Ｎ

く
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
、
昭
和
初
期
に
も
デ
フ
レ
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
も
、
銀
行
が
次
々
に
潰
れ
、

多
く
の
企
業
が
倒
産
し
、
巷
に
失
業
者

が
溢
れ
ま
し
た
。
物
価
の
下
落
は
、
年

率
20
％
近
く
に
な
り
、
飢
え
を
凌
ぐ
た

め
娘
を
売
っ
た
と
い
う
悲
話
が
あ
っ
た

の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ

の
時
は
世
界
同
時
デ
フ
レ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
デ
フ
レ
を
ど
の
よ
う
に
し

て
克
服
し
た
の
か
と
言
う
と
、「
戦
争
」

に
よ
っ
て
で
し
た
。

戦
争
ほ
ど
デ
フ
レ
に
有
効
な
総
需
要
創

出
策
は
な
い
の
で
す
。

戦
後
、
不
況
に
な
る
と
世
界
の
先
進

国
は
、
政
府
が
総
需
要
創
出
策
―
い
わ

ゆ
る
ケ
イ
ン
ズ
政
策
―
を
繰
り
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
デ
フ
レ
を
克
服
し
て
き

ま
し
た
。

日
本
で
も
、
不
況
が
深
刻
に
な
り
デ

フ
レ
が
言
わ
れ
た
90
年
代
の
初
め
、
ケ

イ
ン
ズ
政
策
に
則
り
、
公
共
事
業
の
増

額
や
減
税
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

デ
フ
レ
は
克
服
で
き
ず
、
物
価
の
下
落

幅
が
小
さ
く
な
っ
た
だ
け
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
代
の
デ
フ
レ
は
、
昭

和
初
期
の
こ
ろ
の
古
典
デ
フ
レ
と
は
、

似
て
非
な
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
立
教

大
学
の
斎
藤
精
一
郎
教
授
は
、
日
本
の

デ
フ
レ
は
良
い
デ
フ
レ
と
悪
い
デ
フ
レ

の
複
合
デ
フ
レ
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

良
い
デ
フ
レ
は
、“
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
・
デ
フ
レ
”
、
悪
い
デ
フ
レ
は
、

“バ
ブ
ル
崩
壊
デ
フ
レ
”、
だ
と
言
い
換

え
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
フ
レ

と
は
、
1
9
8
9
年
の
冷
戦
終
了
で
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

冷
戦
終
了
に
よ
っ
て
、
物
と
資
本
が

世
界
中
を
自
由
に
動
く
よ
う
に
な
り
、

先
進
国
企
業
は
、
挙
っ
て
労
賃
の
一
番

安
い
と
こ
ろ
で
生
産
を
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
代
表
例
の
ひ
と
つ
が
、
日
本
で

も
お
な
じ
み
の
G
A
P
（
ア
メ
リ
カ
の

カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
品
の
総
合
チ
ェ
ー
ン
）

で
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
す
で
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
バ
ブ
ル
崩
壊
デ
フ
レ
と
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
株

価
と
地
価
が
下
落
し
続
け
る
こ
と
で
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
企
業

も
金
融
機
関
も
生
活
者
も
資
産
の
減
少

に
苦
し
み
、
国
全
体
の
総
需
要
が
減
退

し
、
G
D
P
も
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
・
デ
フ
レ
と
バ
ブ
ル
崩
壊
デ
フ
レ
が

複
合
し
て
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
先

進
国
の
中
で
も
日
本
ぐ
ら
い
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
混
同
さ
れ
て
、

日
本
の
デ
フ
レ
を
わ
か
り
に
く
く
し
て

い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
デ
フ
レ
経
済
を

克
服
す
る
た
め
に
、
政
府
は
、
赤
字
国

債
を
発
行
し
、
公
共
事
業
も
ど
ん
ど
ん

や
り
、
金
利
も
ゼ
ロ
ま
で
下
げ
ま
し
た

が
、
一
向
に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
、「
貨
幣
が

う
ま
く
回
っ
て
い
な
い
か
ら
デ
フ
レ
が

止
ま
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
際
政
府
が
力

づ
く
で
イ
ン
フ
レ
に
す
る
べ
き
だ
」
と

い
う
“
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
論
”
で

す
。つ

ま
り
、
紙
幣
を
ど
ん
ど
ん
印
刷
し

て
市
中
に
吐
き
出
し
、
長
期
国
債
を
日

銀
が
買
い
切
る
。
さ
ら
に
、
外
債
を
買

う
。
外
債
は
日
本
円
で
買
う
わ
け
で
す

か
ら
、
日
本
円
は
市
中
に
出
回
り
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
円
安
に
な
り
、
外
国
の

も
の
が
高
く
な
る
。
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
論
で
、「
日
銀
法
を
変
え
る

べ
き
だ
」
と
い
う
議
論
ま
で
出
て
い
ま

す
。た

だ
、
こ
れ
に
は
賛
否
両
論
が
あ
り

ま
す
。

反
対
論
の
理
由
は
、
い
っ
た
ん
イ
ン

フ
レ
に
火
が
つ
い
た
ら
、
こ
の
あ
た
り

で
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
し
、
ま
た
力
づ
く
で
円
安
に
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
進
み
過
ぎ
て

国
債
が
暴
落
し
、
途
上
国
並
み
の
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

識
者
の
中
に
は
、「
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ

ッ
ト
論
は
劇
薬
で
、
や
っ
て
し
ま
う
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

経
済
で
実
験
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

識者と語る論談倶楽部

イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
論
争

金
ブ
ー
ム
と
タ
ン
ス
預
金

終
わ
り
に

追
加
デ
フ
レ
対
策

古
典
デ
フ
レ

現
代
デ
フ
レ
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り
気
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
腰
を
据
え
た
取
り
組
み
を

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
本
音
は
「
落
ち
目
の
日
本
よ
り
欧

米
だ
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
日
産
は
ゴ
ー
ン
社
長
の
も
と
で
Ｖ

字
回
復
を
す
る
な
ど
、
勢
い
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
日
本
企
業
が
元

気
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
経
営
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

谷
口

会
社
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
意
思
は
、
日
本
の
経
営
者

も
ゴ
ー
ン
社
長
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
違
う
の
は
、
ゴ
ー
ン
社
長
に
は
、

「
し
が
ら
み
」
が
な
か
っ
た
。
多
少
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
一
気
に
切
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
企
業
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

社
長
に
と
っ
て
、
役
員
・
従
業
員
・
労

組
は
、
仲
間
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

思
い
切
っ
て
工
場
を
閉
鎖
し
よ
う
と

思
っ
て
も
、
な
か
な
か
で
き
な
い
の
は
、

そ
の
「
し
が
ら
み
」
の
た
め
で
す
。

し
か
し
最
近
は
、
か
な
り
思
い
切
っ

た
改
革
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

本
気
で
改
革
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
一
番
若
い
取
締
役
と
か

部
長
ク
ラ
ス
を
、
社
長
に
抜
擢
す
る
く

ら
い
の
こ
と
が
必
要
で
す
。
世
間
も
そ

れ
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

―
―
今
の
日
本
企
業
は
、
元
気
が
な
い
。

だ
か
ら
優
秀
な
人
材
は
外
資
系
に
就
職

し
て
い
る
。
元
気
が
あ
る
外
資
系
は
、

ま
す
ま
す
元
気
に
な
る
。
も
う
日
本
の

企
業
は
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

谷
口

仰
る
よ
う
に
、
多
く
の
優
秀
な

人
材
が
、
や
り
が
い
や
給
与
の
面
か
ら

外
資
系
金
融
機
関
な
ど
に
流
れ
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
傾
向
は

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
逆
に
日
本
の
企
業
に
戻
る

人
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。

外
資
系
の
企
業
は
、
心
の
休
ま
る
時

が
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
す
。

確
か
に
、
毎
年
厳
し
い
査
定
が
あ
り
、

絶
え
ず
激
し
い
競
争
状
態
の
中
で
勤
務

す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
相
当
な
ス
ト
レ

ス
で
し
ょ
う
。

一
方
日
本
企
業
は
、
仕
事
が
大
変
な

時
に
は
、
仲
間
が
助
け
て
く
れ
る
と
い

う
企
業
風
土
が
あ
り
ま
す
。
給
料
は
、

外
資
系
の
3
分
の
1
く
ら
い
に
な
る
が
、

精
神
の
安
定
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
、
外
資
系
の
経
営

が
す
べ
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
と

思
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

と
日
本
経
営
が
も
て
は
や
さ
れ
た
頃
、

ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
懸
命
に
日
本
企
業

を
研
究
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
企

業
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
ア
メ

リ
カ
企
業
は
、
復
活
し
た
の
で
す
。

今
回
は
、
日
本
企
業
が
ア
メ
リ
カ
企

業
を
研
究
し
、
日
本
企
業
の
良
さ
を
残

し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
良
い
と
こ

ろ
を
取
り
入
れ
る
番
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
日
本
企
業
は
復
活
す
る
で
し
ょ
う
。

（
文
責
・
主
任
研
究
員
　
林
祐
輔
）

識者と語る論談倶楽部

Ｅ
Ｃ
が
開
発
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
を
大
き
く
育
て
て
い

く
た
め
に
は
、
政
府
の
規
制
緩
和
が
課

題
で
す
。

失
わ
れ
た
10
年
を
一
気
に
取
り
戻
す

た
め
に
も
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

―
―
不
良
債
権
の
処
理
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
が
、
銀
行
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

谷
口

銀
行
は
今
ま
で
護
送
船
団
方
式

で
守
ら
れ
て
い
た
の
で
、
リ
ス
ク
を
取

る
経
営
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
っ
て
、
不
良
債
権
が
発
生
し
て
も
、

そ
れ
を
回
収
し
適
切
に
処
理
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
、

不
良
債
権
を
処
理
す
る
た
め
の
「
資
産

再
生
課
」
な
ど
の
特
別
室
を
作
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
一
層
重
要
性
を
増
し
て
く
る
分
野

だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
世
の
中
の
動
き
が
非
常
に
激
し
い

が
、
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

「
理
論
」
と
「
世
の
中
の
実
際
の
動
き
」

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

谷
口

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
経
済
学

者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
頭
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
ご
指
摘

の
よ
う
に
世
の
中
の
変
化
が
非
常
に
早

く
、
現
状
の
認
識
が
追
い
つ
い
て
い
か

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

経
済
の
実
態
と
そ
れ
を
デ
ー
タ
と
し

て
把
握
す
る
ま
で
に
は
、
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
政
府
統
計
の
場

合
、
早
い
も
の
で
も
1
カ
月
後
、
遅
い

も
の
に
な
る
と
半
年
後
の
公
表
で
す
。

従
っ
て
日
本
経
済
の
現
状
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
で
す
し
、
で
き
て
い

る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
ら
そ
の
よ
う

な
実
態
で
す
か
ら
、
自
分
自
身
で
経
済

全
体
の
大
き
な
流
れ
を
つ
か
み
、
信
頼

す
る
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど

の
意
見
を
参
考
に
す
る
と
い
う
方
法
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
個
人
資
産
の
大
半
を
持
っ
て
い
る

高
齢
者
が
、
子
供
へ
資
産
を
移
動
さ
せ

る
こ
と
は
、
経
済
の
活
性
化
や
デ
フ
レ

対
策
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
以
外
の

資
産
の
使
い
方
は
な
い
も
の
な
の
か
。

高
齢
者
は
、
資
産
だ
け
で
な
く
自
由
な

時
間
も
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
。

谷
口

デ
フ
レ
は
、
物
の
値
段
が
下
が

る
と
い
う
点
で
、
個
人
個
人
に
と
っ
て

は
良
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
経
済
全

体
で
見
た
場
合
、
世
の
中
に
お
金
が
回

ら
な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
国
と
し

て
は
良
く
な
い
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
デ
フ
レ
を
打
開
す
る
た

め
に
は
、
や
は
り
個
人
個
人
が
お
金
を

使
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

仰
る
よ
う
に
高
齢
者
の
方
は
、
自
分

自
身
の
時
間
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
遊
び
も
含
め
て
、
文
化
と
い
っ

た
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
っ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
遊
び
や
文
化
と
い

っ
た
分
野
か
ら
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

誕
生
し
て
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

―
―
中
国
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
多
く
の
外

資
が
生
産
拠
点
を
作
る
な
ど
経
済
発
展

が
著
し
く
、
W
T
O
（
世
界
貿
易
機

関
＝
貿
易
に
関
す
る
世
界
共
通
の
ル
ー

ル
を
扱
う
機
関
）
に
も
加
盟
し
た
。
今

後
の
中
国
経
済
の
見
通
し
を
教
え
て
欲

し
い
。

谷
口

「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」
の
代

名
詞
の
中
国
で
、
ユ
ニ
ク
ロ
は
、
工
場

を
整
備
し
、「
良
い
も
の
を
安
く
作
る
」

と
い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作

り
ま
し
た
。
中
国
と
い
う
国
は
、
こ
の

よ
う
に
す
ば
ら
し
い
潜
在
能
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
取
り
組
み
方

次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
W
T
O
に
加
盟
し
た
こ
と
で

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
地
方
に
よ
っ
て
規
制
が
違
う
な

ど
、
企
業
が
進
出
す
る
に
は
、
ま
だ
ま

だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
や

障
壁
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
ら
、
中
国
市
場
か
ら
撤
退

す
る
日
本
企
業
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
国
側
の
言
い
分
は
こ
う

で
す
。
欧
米
企
業
は
、
道
路
が
な
け
れ

ば
ま
ず
道
路
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め

る
が
、
日
本
企
業
は
目
先
の
利
益
ば
か

質
疑
応
答

【ケインズ政策】

イギリスの経済学者ジョン･メイナード･ケインズ（1883年‐1946年）が提唱した経
済政策です。「景気循環を安定させ､完全雇用を実現するためには、自由放任（市場メ
カニズムに任せる）ではなく、国家が積極的に介入する必要がある」という考え方
で､各国の経済政策に多大の影響を与えました｡
具体的には、国家が“公共事業の拡大”や“減税”などの「財政政策」と中央銀行

が銀行に貸し出すお金の量を調節する｢金融政策｣を積極的に行なうということです。
かつて、アメリカのルーズベルト大統領が、テネシー川に大規模ダムを建設するな

ど積極的に公共事業を行なった｢ニューディール政策｣は、このケインズ理論に則った
ものです。

【ハイパーインフレ】

消費者がモノを欲しがり、その結果モノ不足になり「物価」が高騰することをインフ
レーション（インフレ）といいます。
この「物価」が、きわめて短期間に数百倍も高騰する現象をハイパーインフレ（超

インフレ）と呼んでいます。
これは、戦争や災害など国内の状況が極めて不安定の時に発生しやすくなります。
つまり、戦争や災害が起こると、生産者が破壊などの影響を受けて満足にモノを供給
することができなくなります。消費者からすれば、通常買えていたものが、手に入ら
なくなるわけです。
そこで、モノが欲しくてたまらない消費者は、供給される数少ないモノを一気に買い
込もうとします。その結果、市場に大量のお金が流通し、お金の価値が急激に下がっ
てしまうのです。

用 語 解 説
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私
ど
も
エ
ー
ザ
イ
の
設
立
は
、
1
9

4
1
年
で
す
。
事
業
の
概
要
は
、
病
院

で
使
わ
れ
る
医
療
用
医
薬
品
と
「
チ
ョ

コ
ラ
Ｂ
Ｂ
」
や
「
ザ
ー
ネ
ク
リ
ー
ム
」

な
ど
の
薬
局
・
薬
店
で
扱
わ
れ
る
一
般

用
医
薬
品
・
医
薬
部
外
品
の
製
造
販
売

が
中
心
で
す
が
、
食
品
や
化
学
品
、
ア

ニ
メ
イ
ト
事
業
、
製
薬
用
機
械
事
業
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
企
業
理
念
を
一
言
で
申
し

ま
す
と
、「
h
h
c
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
･
ヘ

ル
ス
ケ
ア
）
企
業
」
で
す
。
こ
の
h
h

c
の
ロ
ゴ
に
は
、
戦
場
で
傷
つ
い
た

人
々
の
看
護
に
身
を
さ
さ
げ
た
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
直
筆
の
文
字
を
使
っ
て
い

ま
す
。
治
療
す
る
側
か
ら
の
発
想
だ
け

で
な
く
、
治
療
さ
れ
る
側
の
視
線
で
医

療
を
見
つ
め
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
に
は
４
万
種
の
病
気
が

あ
り
、
そ
の
３
分
の
２
は
治
療
法
が
わ

か
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
治
療
法
の
解
明
に
向
け
て
、
世
界

の
医
薬
メ
ー
カ
ー
が
、
し
の
ぎ
を
削
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
私
ど
も
は
、
筑
波
、

ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ス
ト
ン
に
研
究
開
発
拠

点
を
お
き
、
研
究
開
発
に
努
め
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
世
界
的
に
も

認
め
ら
れ
る
医
療
用
医
薬
品
が
開
発
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
年
２

月
現
在
世
界
55
カ
国
で
使
わ
れ
て
い
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
治
療
剤
の

「
ア
リ
セ
プ
ト
」
や
、
同
じ
く
59
カ
国
で

使
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ト
ポ
ン
プ
阻
害
型

抗
潰
瘍
剤
の
「
パ
リ
エ
ッ
ト
／
ア
シ
フ

ェ
ッ
ク
ス
」
な
ど
で
す
。

本
日
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
品
質
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
命
に
関
わ
る
医

薬
品
を
扱
っ
て
い
る
だ
け
に
十
分
に
留

意
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
川
島
工
園
」
で
は
、
人
間
に

よ
る
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
徹

底
し
た
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
大
切
な
こ
と
は
、
医

療
現
場
や
患
者
さ
ん
が
、
誤
っ
た
使
い

方
を
し
な
い
よ
う
な
医
薬
品
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
注
射
剤

個
々
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
と
か
、
医
薬
品

の
名
前
、
使
用
期
限
や
薬
効
・
服
用
方

法
を
わ
か
り
や
す
い
表
示
に
替
え
る
、

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
で

す
が
、
当
工
園
は
1
9
9
9
年
に
I
S

O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
ま
し
た
。
工

場
か
ら
出
る
排
水
・
廃
棄
物
対
応
や
環

境
に
害
を
与
え
な
い
包
装
材
の
採
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
工
園
は
、
”緑
豊
か
な
公
園

工
場
“
と
い
う
創
業
者
内
藤
豊
次
の
理

念
を
活
か
し
、
”木
を
１
本
切
っ
た
ら
、

３
本
植
え
よ
“
を
合
言
葉
に
環
境
保
全

活
動
に
努
め
て
お
り
、
現
在
、
敷
地
の

56
％
が
緑
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
努
力
に
対
し
、
平
成
12
年

に
、
岐
阜
県
環
境
配
慮
事
業
所
と
し
て

モ
デ
ル
工
場
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
工
場
の
排
水
処
理
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
工
場
で
使
用
し
た
冷
却
水
や
洗
浄

水
は
、
排
水
処
理
施
設
で
浄
化
し
、

工
園
内
に
あ
る
日
本
庭
園
の
池
に
流
し

ま
す
。
池
に
は
鯉
を
放
し
て
い
ま
す
し
、

鴨
や
野
鳥
な
ど
も
飛
来
し
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
池
で
水
質
に
異
常
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
後
、
傍
を
流
れ
る
鉄
砲
川
へ
放
水

し
、
木
曽
川
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
病
院
を
ハ
シ
ゴ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
て
い
る

老
人
が
い
る
。
薬
の
内
容
を
理
解
で
き

て
い
る
の
か
疑
問
だ
が
、
何
か
問
題
は

な
い
の
か
。

Ａ
そ
の
よ
う
な
ご
指
摘
は
、
度
た
び

あ
り
ま
す
。
薬
の
処
方
と
い
う
の

は
、
患
者
さ
ん
の
症
状
に
合
わ
せ
て
お

医
者
さ
ん
が
決
め
る
も
の
で
す
か
ら
、

別
の
お
医
者
さ
ん
で
診
て
も
ら
っ
て
処

方
さ
れ
た
薬
を
併
用
し
た
場
合
は
、
当

然
で
す
が
副
作
用
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
別
の
お
医
者
さ
ん
に
診

て
も
ら
う
時
に
は
、「
こ
う
い
う
症
状
で

他
の
病
院
か
ら
も
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
」

と
、
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
併
用
し
て
も
大
丈

夫
な
よ
う
に
薬
を
処
方
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
私
ど
も
製
薬
メ
ー
カ
ー
も
、
医
療

現
場
で
誤
っ
た
使
用
な
ど
が
な
い
よ
う
、

「
適
正
使
用
情
報
」
の
提
供
を
基
本
的
な

活
動
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
病
院
は
、
す
べ
て
の
薬
を
把
握
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
薬
が

開
発
さ
れ
た
あ
と
、
古
い
薬
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
現
在
、
薬
は
１
万
種
以
上
あ
り
、

病
院
の
先
生
方
が
知
ら
な
い
薬
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
薬
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
大
病
院
で
も
小
規
模
の
医
院
で
も

パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

新
し
い
薬
が
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ

て
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
機
会
も
多
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
古
い
薬
で
も
、

長
期
に
わ
た
っ
て
医
療
現
場
で
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

私
ど
も
の
「
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
」
や
「
ネ

オ
フ
ィ
リ
ン
」
と
い
う
薬
は
、
急
性
の

心
筋
梗
塞
や
喘
息
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
薬
で

あ
る
た
め
、
今
で
は
利
益
が
充
分
に
出

て
い
な
い
の
で
す
が
、
製
薬
会
社
と
し

て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
提

供
し
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
健
康
保
険
の
自
己
負
担
額
が
上
が

る
と
、
病
院
で
な
く
、
市
販
薬
に

頼
る
人
が
多
く
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、

そ
の
説
明
書
は
わ
か
り
に
く
い
。
こ
れ

か
ら
は
、
高
齢
者
が
さ
ら
に
多
く
な
る

の
で
、
用
途
や
効
能
、
副
作
用
な
ど
の

説
明
書
を
、
分
か
り
や
す
い
も
の
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
仰
る
と
お
り
、
分
か
り
や
す
い
表

示
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、
箱
の
外
側

で
は
表
示
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
分
か
り
や

す
い
説
明
書
（
添
付
文
書
）
を
箱
の
中

に
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
厚
生
労
働
省
、
専
門
医
、

製
薬
企
業
の
集
ま
り
で
あ
る
「
日
本
製

薬
工
業
協
会
」
で
も
、
医
薬
品
情
報
の

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
始
め

て
い
ま
す
。

Ｑ
エ
ー
ザ
イ
の

得
意
分
野
は
何
か
。

Ａ
私
ど
も
の
開
発
領
域
は
、
大
き
く

分
け
て
3
つ
で
す
。

1
つ
目
は
、
神
経
領
域
で
す
。
ア
ル

企 業 と 生 活 者 懇 談 会

企業と生活者
懇
談
会Q

&
A

1997年10月、「フリートークサロン」としてスタートした「企業
と生活者懇談会」は、この3月で60回を数えました。
特に2001年度は、未開催の企業・業種に重点をおいて開催して

きました。今号でご紹介する3社は、すべて初めての開催ですが、
その中でもエーザイと日本航空はそれぞれの業界で初めてです。
各懇談会ともに、非常に活発な議論が交わされました。全体を通

じて感じましたことは、会員層が充実して社会の縮図に少しづつ近
づいてきているな、ということです。
今年度も、会員の皆様のご期待に添えるような企業・業種との懇

談会を企画していきたいと考えております。

エ
ー
ザ
イか

ら
の
説
明

第58回

第59回

第60回

開催日

3月 5 日

3月14日

3月20日

開催地

千　葉

岐　阜

福　岡

協力企業

宝酒造 （松戸工場）

エーザイ（川島工園）

日本航空（福岡空港）

テーマ

環境配慮型商品について

くすりの品質と環境保全活動

安全で快適な航空サービスを考える
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私
ど
も
は
1
8
4
2
年
か
ら
酒
造
り

を
始
め
、
1
9
2
5
年
に
「
寶
酒
造
�
」

と
い
う
現
在
の
社
名
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
核
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
焼

酎
、
ｃ
ａ
ｎ
チ
ュ
ー
ハ
イ
、
本
み
り
ん

で
す
。
中
で
も
焼
酎
の
甲
類
と
本
み
り

ん
の
国
内
シ
ェ
ア
は
、
ト
ッ
プ
で
す
。

私
ど
も
の
事
業
は
、
水
や
穀
物
な
ど

自
然
そ
の
も
の
と
、
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

「
自
然
を
大
切
に
し
、
そ
れ
と
調
和
し
て

い
く
」
こ
と
が
、
私
ど
も
の
務
め
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
然
と
の
共

生
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
、「
四
万
十

川
の
清
流
」
や
「
豊
平
川
の
サ
ケ
」
を

守
る
運
動
な
ど
で
す
。

ま
た
、
事
業
そ
の
も
の
を
行
な
っ
て

い
く
中
で
の
環
境
に
対
す
る
配
慮
も
、

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
私
ど
も
の
商
品
は
、
容
器
に
入

っ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
す
。
そ
の
容

器
の
省
資
源
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
3
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
つ
目
は
、
店
頭
で
の
「
量
り
売
り
」

で
す
。
販
売
店
の
手
間
は
、
か
か
り
ま

す
が
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
お
り
、

こ
の
販
売
方
法
は
拡
大
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
2

つ
目
が
、
瓶
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
で
す
。

コ
ス
ト
や
、
お
客
様
の
手
間
な
ど
か
ら
、

業
界
全
体
と
し
て
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
私
ど
も
は
、
一
升
瓶
に
加
え

て
7
2
0
ml
瓶
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
化
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
3
つ
目
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。
例
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
ボ
ト
ル
本
体
と
キ
ャ
ッ
プ
や

持
ち
手
（
大
型
の
も
の
）
の
素
材
が

別
々
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
に
く
か
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
れ
を
同
一
素
材
に
し
ま

し
た
。
ま
た
ラ
ベ
ル
も
、
リ
サ
イ
ク
ル

し
や
す
い
よ
う
に
、
素
材
や
貼
り
方
を

改
良
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
、
数

字
で
整
理
し
た
も
の
が
、「
緑
字
決
算
報

告
書
」
で
す
。
内
容
は
、
大
き
く
分
け

て
環
境
負
荷
削
減
緑
字
と
社
会
貢
献
緑

字
の
2
つ
で
す
。
前
者
は
、
製
品
づ
く

り
に
使
用
し
た
資
源
や
生
産
時
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
な
ど
の

増
減
率
を
、
E
C
O
（
エ
コ
）
と
い
う

単
位
で
表
し
た
も
の
で
す
。
後
者
は
、

自
然
保
護
活
動
な
ど
へ
の
支
出
金
額
の

増
減
率
を
、
同
じ
く
E
C
O
と
い
う
単

位
で
表
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
」
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

経
営
が
悪
く
な
る
と
手
を
抜
き
が
ち
に

な
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
は

敢
え
て
社
会
に
公
表
す
る
こ
と
で
、
社

内
の
緊
張
感
を
持
続
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
と
い
う
が
、
瓶

の
回
収
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ
一
升
瓶
は
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
回
収
率

は
、
業
界
で
の
平
均
も
、
最
も
一
升
瓶

の
商
品
を
多
く
扱
っ
て
い
る
私
ど
も
で

も
約
90
％
で
す
。
た
だ
し
全
体
と
し
て
、

一
升
瓶
の
販
売
量
は
減
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
7
2
0
ml
瓶
で
は
、
年
間
で

約
8
0
0
万
本
を
回
収
し
、
リ
タ
ー
ナ

ブ
ル
し
て
い
ま
す
。
回
収
率
は
約
50
％

で
す
。

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
は
、
専
門
の
業
者

が
酒
販
店
か
ら
回
収
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
飲
食
店
な
ど
で
使
用
さ
れ
た

も
の
が
大
半
で
す
。
一
般
家
庭
か
ら
の

も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
自
治
体
回
収
に
ま

わ
り
、
カ
レ
ッ
ト
（
ガ
ラ
ス
の
粒
）
と

し
て
新
し
い
ガ
ラ
ス
瓶
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
す
る
際
に
、
リ
タ

ー
ナ
ブ
ル
瓶
と
し
て
分
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
か
ど
う
か
、
わ

か
ら
な
い
商
品
も
多
い
の
で
、
表

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
だ
け
で
な
く
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
や
多
発
性
硬
化
症
な
ど
神
経
系

疾
患
に
対
す
る
治
療
薬
で
す
。
2
つ
目

は
消
化
器
領
域
で
す
。
中
で
も
、
潰
瘍

の
治
療
薬
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
3
つ
目
は
ガ
ン
分
野
で
す
。

現
在
、
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
治
療
薬

を
2
種
類
開
発
中
で
あ
り
、
早
い
時
期

に
、
新
薬
と
し
て
世
の
中
に
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
日
本
の
製
薬
メ
ー
カ
ー
は
売
上
・

研
究
開
発
費
と
も
に
、
欧
米
メ
ー

カ
ー
に
比
べ
て
少
な
い
。
彼
等
と
競
争

し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に
研
究
開

発
費
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
仰
る
と
お
り
、
売
上
高
や
研
究
開

発
投
資
額
で
は
、
欧
米
の
大
手
に

か
な
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
潤
沢
な
資
金

だ
け
で
、
優
れ
た
研
究
開
発
が
で
き
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ
と

は
、
限
ら
れ
た
資
金
の
中
で
最
高
の
開

発
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
研
究
開
発

の
領
域
を
絞
っ
た
り
、
研
究
者
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
育
て
た
り
す
る

こ
と
で
す
。

現
在
、
年
間
約
5
0
0
億
円
を
研
究

開
発
費
に
投
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
、

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
3
つ
の
分
野

に
集
中
さ
せ
て
い
ま
す
。
総
売
上
で
は

世
界
25
位
あ
た
り
に
い
る
私
ど
も
で
す

が
、
神
経
領
域
、
消
化
器
領
域
で
見
ま

す
と
、
4
位
く
ら
い
に
い
ま
す
。

同
時
に
、
売
上
規
模
の
追
求
だ
け
で

は
、
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
の
使
命
と
は
、
治
療
法

が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
病
気
の
治
療
薬

を
開
発
す
る
こ
と
と
、
先
生
や
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
医
薬
品
の
正
し
い
情
報

を
提
供
し
、
誤
っ
た
使
わ
れ
方
が
な
さ

れ
な
い
よ
う
な
情
報
提
供
を
行
な
う
こ

と
で
す
。

私
ど
も
は
、
昨
年
か
ら
医
薬
情
報
担

当
者
（
Ｍ
Ｒ
）
の
売
上
目
標
設
定
を
な

く
し
ま
し
た
。
現
在
の
評
価
方
法
は
、

売
上
金
額
で
は
な
く
、
先
生
や
患
者
さ

ん
に
対
し
て
適
切
な
情
報
提
供
が
な
さ

れ
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
情
報
開
示
し
て
い

く
の
か
。

Ａ
私
ど
も
は
今
年
初
め
て
、
い
わ
ゆ

る
『
環
境
報
告
書
』
を
作
成
し
ま

し
た
。
取
り
組
み
と
し
て
は
、
早
い
ほ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
内
容
は
、
単
な
る
環
境
報
告

だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
も

盛
り
込
み
、
さ
ら
に
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
た
『
環
境
・
社
会
報
告
書
』
と

し
て
作
成
し
ま
し
た
。

『
環
境
報
告
書
』
で
監
査
を
受
け
て

い
る
企
業
は
、
日
本
で
は
40
社
ほ
ど
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
通
用
す
る
『
環
境
・
社
会
報

告
書
』
と
し
て
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企 業 と 生 活 者 懇 談 会

製薬会社はトップレベルの環
境対策がなされていると思っ
て見学したが、そのとおりだ
った。これからは顧客に見せ
られる企業でなければ繁栄は
ないと思う。その意味でエー
ザイの取り組みは評価できる
ものだった。

●

利益なくして会社は成り立た
ないが、エーザイの「患者の
視点で医療を見つめる」とい
う企業理念に共感し、それを
実践していることもわかった。
他の企業もこうあってほしい。

●

これまでドリンク剤や胃薬な
どにしか縁がなかったが、ア
ルツハイマー症やガンなど、
今後自分も世話になりかねな
い治療薬の開発に積極的に取
り組んでいると知り、力強く
感じた。

●

工場排水は安全を確認した上
で放流しているとの説明だっ
たが、その放流先は、私たち
名古屋市の飲み水となる木曽
川である。事故がないよう細
心の注意を払っていただくの
はもちろん、事故が起こった
時に隠蔽することがないよう
にお願いしたい。

●

薬が開発から認可されるまで
に10年かかり、しかも製品化
される確率が１万分の１と聞
いて、非常に驚いた。出来上
がった製品を当然のように服
用しているが、もっと感謝し
なければと痛感した。

出席者の感想から

宝
酒
造か

ら
の
説
明

Q
&
A

原料�液化・糖化�醗酵�

貯蔵・熟成� 精製・調合� びん詰� 出荷�

蒸留�

蒸煮�
または�
蒸し�

1617

焼酎ができるまで



Ａ
私
ど
も
は
、
全
国
に
8
つ
の
醸
造

工
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

使
用
す
る
原
材
料
は
、
全
て
本
社
の
購

買
部
で
一
括
調
達
し
て
い
ま
す
。
食
品

衛
生
法
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
ど
も
が

要
求
し
た
品
質
に
合
致
し
て
い
る
か
、

場
合
に
よ
り
そ
の
供
給
元
ま
で
遡
っ
て

厳
密
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

現
在
話
題
に
な
っ
て
い
る
遺
伝
子
組

換
え
穀
物
に
関
し
て
で
す
が
、
当
社
製

品
の
主
原
料
で
あ
る
米
・
麦
に
つ
い
て
、

一
切
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
商
品
の
安
全
性
と
い
う
点
で
は
、

最
終
の
製
品
検
査
の
段
階
に
お
い
て
、

目
視
検
査
だ
け
で
な
く
、
抜
き
取
り
に

よ
る
詳
細
の
成
分
検
査
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
こ
の
工
場
は
、
緑
地
部
分
が
狭
い

印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
工
場
を
建
設
す
る
場
合
、
工
場
面

積
の
20
％
を
緑
地
に
、
ま
た
5
％

を
環
境
関
連
施
設
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、「
工
場
立
地
法
」
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
こ
の
工
場
も
そ

の
基
準
を
順
守
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
工
場
施
設
の
増
設
の
都
度
、
対
応
を

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
自
販
機
に
よ
る

販
売
は
、
未
成
年
者
の
飲
酒
を
助

長
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
問
題
で
あ

る
。
メ
ー
カ
ー
側
の
社
会
的
責
任
と
し

て
出
来
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ
か
つ
て
、
各
メ
ー
カ
ー
が
酒
販
店

に
対
し
て
、
自
社
商
品
の
自
販
機

の
斡
旋
を
競
い
合
っ
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
未
成
年
者
の
飲
酒
な
ど
が

社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私

ど
も
は
数
年
前
か
ら
自
販
機
の
斡
旋
を

中
止
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
酒
販
店
で

は
、
酒
類
自
販
機
の
深
夜
稼
動
の
停
止

や
、
自
販
機
そ
の
も
の
の
設
置
を
止
め

る
動
き
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
一
昨
年
5
月
に
は
、
全
国
小

売
酒
販
組
合
中
央
会
の
決
定
に
基
づ
い

て
、
全
国
の
酒
販
店
店
頭
か
ら
酒
類
自

販
機
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
ま
だ
一
部

で
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
ど
も
も

未
成
年
者
の
飲
酒
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

示
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
「
よ
か
い
ち
」
は
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

で
き
な
い
フ
ロ
ス
ト
瓶
を
使
っ
て
い
る

が
、
ど
う
し
て
か
。

Ａ
焼
酎
・
清
酒
・
本
み
り
ん
の
一
升

瓶
や
「
純
」
な
ど
に
使
用
し
て
い

る
7
2
0
ml
瓶
は
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶

で
す
。
ラ
ベ
ル
の
表
示
が
小
さ
い
と
い

う
ご
指
摘
も
あ
り
、
表
示
の
仕
方
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ス
ト
（
く
も
り
ガ
ラ
ス
）
瓶
に

つ
い
て
で
す
が
、
お
酒
は
「
目
で
楽
し

む
」
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
瓶
の
デ
ザ
イ
ン
は
重
要
で
す
。

そ
こ
で
「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
」
で
は
、

化
学
薬
品
を
使
わ
ず
砂
で
加
工
し
た

“エ
コ
フ
ロ
ス
ト
瓶
”
を
採
用
し
ま
し
た
。

た
だ
し
傷
に
弱
い
の
で
、
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
を
せ
ず
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
に
引
き

渡
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
黒
・
緑
な
ど
の
色
つ
き
瓶
は
、
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
で
き
ず
、
瓶
に
も
リ

サ
イ
ク
ル
し
に
く
い
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
に
再
生
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
現
状
で
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で

す
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
、
色
つ
き

瓶
の
カ
レ
ッ
ト
を
90
％
以
上
含
む
「
エ

コ
ロ
ジ
ー
ボ
ト
ル
」
を
積
極
的
に
採
用

す
る
な
ど
、
瓶
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
量
り
売
り
」
は
、
実
際
に
ど
の

程
度
、
省
資
源
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
量
り
売
り
は
、
1
9
9
8
年
７
月

に
始
め
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
累

計
で
、
２
・
７
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
換
算
し
て
、
約
1
2
0
万
本
分
に

相
当
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
ど
も
で
販

売
す
る
焼
酎
全
体
の
１
％
強
で
す
。

量
り
売
り
を
す
る
場
合
、
専
用
コ
ン

テ
ナ
を
設
置
す
る
場
所
が
必
要
で
す
し
、

販
売
の
手
間
も
か
か
る
た
め
、
酒
販
店

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
全
国
13
万
の
酒
販
店
の
中

で
、
量
り
売
り
を
し
て
い
る
店
は
、
ま

だ
1
2
0
店
で
す
。
し
か
し
、
地
道
に

量
り
売
り
の
店
を
増
や
し
、
少
し
で
も

省
資
源
・
省
エ
ネ
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
料
理
酒
や
み
り
ん
を
、
詰
替
え
商

品
と
し
て
販
売
す
る
計
画
は
な
い

の
か
。
環
境
に
も
優
し
い
し
、
価
格
的

に
も
安
く
な
る
と
思
う
が
。

Ａ
料
理
酒
や
み
り
ん
で
は
な
い
の
で

す
が
、
梅
酒
な
ど
の
果
実
酒
を
つ

く
る
時
に
使
う
焼
酎
を
、
容
器
を
簡
素

化
し
た
パ
ウ
チ
詰
め
（
9
0
0
ml
入
り
）

で
発
売
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
容

量
で
他
の
容
器
に
し
た
も
の
と
比
べ
て
、

あ
ま
り
売
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
ど
も
と

し
て
は
、
消
費
者
の
環
境
意
識
の
高
ま

り
や
、
用
途
か
ら
し
て
高
級
感
が
な
く

て
も
買
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
状
況

で
す
。
環
境
に
配
慮
し
、
か
つ
お
客
様

に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
商
品
づ

く
り
と
い
う
、
二
律
背
反
的
な
課
題
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
が
、
私

ど
も
の
悩
み
で
す
。

Ｑ
酒
造
り
と
い
う
と
「
水
の
い
い
と

こ
ろ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
こ
の
工
場
で
は
地
下
水
を
使
用
し

て
い
る
と
聞
い
て
驚
い
た
。「
松
竹
梅
」

も
こ
こ
の
地
下
水
を
使
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
清
酒「
松
竹
梅
」は
、”竹
中
清
水
“
と

い
う
名
水
を
使
用
し
、
京
都
伏
見

で
醸
造
し
て
い
ま
す
。
瓶
詰
め
は
、
最

大
需
要
地
「
東
京
」
を
控
え
て
い
る
、

こ
の
工
場
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
と
し

て
は
、
焼
酎
「
大
自
然
」
が
、
北
海
道

の
羊
蹄
山
の
湧
き
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

同
業
メ
ー
カ
ー
の
中
に
も
、
水
の
源
泉

に
こ
だ
わ
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
、
商
品
に

合
っ
た
水
を
使
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
工

場
で
生
産
す
る
商
品
に
使
用
し
て
い
る

水
は
、
地
下
水
で
す
。
も
ち
ろ
ん
汚
染

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
十
分
な
水
質
分

析
・
検
査
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
良
い
商
品
を
作
る
要
素

は
水
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
焼
酎
の
原
材
料
が
輸
入
品
の
場

合
、
原
材
料
の
安
全
性
は
、
ど
の

よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

企 業 と 生 活 者 懇 談 会

様々な製品を通じて家庭の台所
に直結している割には、地味な
企業という印象であった。商品
の知名度は高いし、素晴らしい
製品をたくさん世の中に出して
いるのだから、もっと宝酒造の
顔が見えるように努力しても良
いのではないか。

●

ずっと昔に、醤油やお酒の量り
売りを見たことがある。何でも
使い捨ての世の中になったが、
環境保全を考えるなら、容器が
不要の量り売りなど、昔の知恵
に学ぶ必要があると感じた。

●

環境問題に熱心に取り組んでい
る企業との印象を受けた。｢緑字
決算報告書｣は、消費者にもわか
りやすいものであってほしい。
アイデア、内容ともに素晴らし
いので、わかりやすく広報して
消費者を啓蒙してほしい。

●

酒類メーカーの社会責任とは、
何をさしおいても未成年者の飲
酒対策だと思います。自販機の
問題だけでなく、ジュースと明
確に区別できるデザインなど、
業界を挙げて対策をとってほし
い。

●

｢緑字決算報告書｣やエコペット、
量り売りなど、企業が努力して
いる姿はニュースになりにくい。
ホームページでの公開だけでな
く、もっと宝酒造自らがＰＲし
て他社と差別化してはどうかと
思う。

出席者の感想から
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当
然
、
競
争
が
少
な
く
な
り
、
利
用
者

に
と
っ
て
不
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
マ
ス
コ
ミ
を
始
め
そ
の
よ
う
な
意

見
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

実
は
、
統
合
は
互
角
の
競
争
を
行
う

た
め
の
条
件
づ
く
り
な
の
で
す
。

国
内
線
の
旅
客
数
で
見
た
場
合
、
現

在
A
N
A
さ
ん
が
49
％
の
シ
ェ
ア
を
持

っ
て
い
て
、
J
A
L
と
J
A
S
が
、
そ

れ
ぞ
れ
25
％
、
23
％
ず
つ
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
競
争
に
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。
J
A
L
と
J
A
S
が
統
合

し
互
角
な
競
争
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
、

競
争
を
促
進
し
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
J
A
L
と
J
A
S
が
統
合

す
れ
ば
、
設
備
や
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
一
本
化
で
き
ま
す
。
そ
こ
で

浮
い
た
コ
ス
ト
を
、
主
要
路
線
で
の
運

賃
値
下
げ
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
地
方
路
線
へ
も
参
入
す
る
な
ど
、

よ
い
意
味
の
競
争
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
私
ど
も
は
、
旅
客
収
入
に
占
め

る
国
際
線
の
割
合
が
７
割
も
あ
り
ま
す

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
で
勝
ち
残
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
欧
米
航
空
会
社
の

よ
う
に
、
国
際
線
に
比
べ
、
政
治
的
･

経
済
的
に
安
定
し
た
国
内
線
市
場
で
の

十
分
な
事
業
基
盤
を
保
持
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
統
合
が

必
要
な
の
で
す
。

統
合
に
よ
っ
て
、
仮
に
運
賃
を
上
げ

れ
ば
、
お
客
様
か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
必
然
で
す
。
統
合
が
成
功
す
る

た
め
に
は
、
お
客
様
に
、
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
経
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
基

本
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

Ｑ
身
障
者
の
搭
乗
制
限
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い
。
ま
た
身
障
者
用
飛

行
機
の
ト
イ
レ
は
狭
い
の
で
、
車
椅
子

で
は
入
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
航
空
機
の
安
全
基
準
で
、「
お
客

様
の
避
難
誘
導
時
間
は
90
秒
以

内
」
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
制

限
事
項
は
あ
り
ま
す
。

お
身
体
の
不
自
由
な
方
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
重
度
や
介
添
人
の
有
無
な
ど
に

よ
っ
て
そ
の
制
限
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
・
ゲ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

（
お
身
体
の
不
自
由
な
方
専
用
の
予
約
・

相
談
窓
口
）
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
下
さ
れ
ば
、
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

車
椅
子
用
お
手
洗
い
に
つ
い
て
で
す

が
、
搭
乗
時
間
の
比
較
的
短
い
国
内
線

で
使
用
す
る
機
材
に
は
設
置
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
国
際
線
で
利
用
す
る
機
材

に
は
概
ね
、
中
央
部
に
１
カ
所
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
入
り
口
を
カ
ー
テ
ン
で

仕
切
る
こ
と
で
広
い
空
間
が
確
保
で
き
、

個
室
内
に
も
補
助
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
不
安
な
よ
う
で
し
た
ら

乗
務
員
に
お
声
を
お
か
け
い
た
だ
け
れ

ば
、
適
切
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Ｑ
機
中
で
、
発
病
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
に
備
え
て
、
医
療
行
為
の
で
き

る
乗
務
員
は
搭
乗
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
私
ど
も
の
客
室
乗
務
員
は
、
全
て

救
急
法
の
訓
練
を
受
け
て
い
ま

す
。ま

た
、
心
停
止
患
者
に
使
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
治
療
器
は
、

こ
れ
ま
で
医
者
か
医
療
関
係
者
し
か
扱

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
機
内
に

医
療
関
係
者
が
い
な
い
場
合
、
乗
務
員

で
も
扱
え
る
こ
と
が
こ
の
た
び
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
、
国
際
線
の
日
本
人

乗
務
員
を
対
象
に
操
作
の
訓
練
を
行
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
機
材
の
整
備
点
検
に
つ
い
て
説
明

し
て
欲
し
い
。

Ａ
機
体
の
整
備
に
は
、
到
着
か
ら
出

発
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
空
港

で
行
う
「
運
航
整
備
」
と
、
整
備
場
で

本
格
的
に
行
う
「
点
検
整
備
」
が
あ
り

ま
す
。

午
前
中
に
ご
見
学
い
た
だ
い
た
の
が

「
運
航
整
備
」
で
す
。
こ
れ
は
、
外
観
の

目
視
検
査
と
機
長
か
ら
の
報
告
を
基
に

し
た
検
査
・
処
置
が
中
心
で
す
。

一
方
「
点
検
整
備
」
は
、
飛
行
時
間

に
よ
る
部
品
交
換
と
か
、
分
解
検
査
と

い
う
も
の
で
、
国
土
交
通
省
の
安
全
基

準
に
基
づ
い
て
行
な
い
ま
す
。

企 業 と 生 活 者 懇 談 会

私
ど
も
は
、
1
9
5
1
年
、
戦
後
は

じ
め
て
の
民
間
航
空
会
社
と
し
て
、
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
の
最
初
の
便
は

羽
田
空
港
か
ら
、
大
阪(
伊
丹)
を
経
て
、

福
岡
（
板
付
）
空
港
へ
の
便
で
し
た
。

そ
の
後
、
1
9
8
7
年
に
完
全
民
営
化

さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
の
企
業
活
動
の
基
本
と
な
る

も
の
が
「
安
全
」
で
す
。
社
長
が
常
々
、

全
社
員
に
対
し
て
「
い
か
な
る
状
況
で

も
、
必
ず
安
全
を
最
優
先
し
な
さ
い
。

赤
字
は
取
り
返
せ
る
が
、
事
故
は
永
遠

に
取
り
返
せ
な
い
」
と
言
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
が
、
会
社
の
安
全
に
対
す

る
姿
勢
そ
の
も
の
で
す
。

組
織
の
上
で
も
、
社
長
を
本
部
長
と

す
る
「
総
合
安
全
推
進
本
部
」
を
は
じ

め
と
し
て
、
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
現
場
の

社
員
に
至
る
幾
重
も
の
安
全
推
進
体
制

と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
敷
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
機
長
・
そ
の
他
の
乗
務
員
・
整

備
士
・
運
航
管
理
者
が
円
滑
に
意
思
疎

通
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
運
航
乗
員
に
限
定
し

た
、
操
縦
室
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
取
り
方
や
業
務
の
適
切
な
配
分
な

ど
を
訓
練
す
る
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Ｒ
Ｍ
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）
を
、

国
内
他
社
に
先
駆
け
て
導
入
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
３
年
前
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
欠
航
や
到
着
地
、
到
着
時
間
の
変
更

な
ど
の
情
報
を
公
開
し
、
お
客
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
航
空
運
賃
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。「
航
空
運
賃
が
高
い
」
と

思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
決
し
て
高
く
は
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
1
9
6
4
年
当
時
の
消

費
者
物
価
指
数
は
、
2
0
0
0
年
に
は
、

4
・
4
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東

京
＝
札
幌
間
の
普
通
片
道
運
賃
は
、

2
・
3
倍
で
す
。
物
価
の
優
等
生
の
ひ

と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
が
設
立
さ
れ
た
50
年
前
の
東

京
＝
福
岡
間
の
運
賃
は
、
9
6
0
0
円

（
税
込
み
で
1
1
5
2
0
円
）
で
し
た
が
、

現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
バ
ー
ゲ
ン
フ

ェ
ア
（
事
前
購
入
型
期
間
限
定
割
引
運

賃
）
で
の
同
区
間
の
運
賃
は
9
0
0
0

円
で
す
の
で
、
条
件
さ
え
整
え
ば
、
50

年
前
の
運
賃
よ
り
安
く
ご
利
用
い
た
だ

け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

航
空
会
社
間
の
厳
し
い
競
争
の
な
か

で
、
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0
年
ま

で
の
10
年
間
に
、
お
客
様
の
利
用
距
離

（
座
席
キ
ロ
）
当
た
り
の
営
業
収
入
は
、

35
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

営
業
費
用
も
36
％
減
と
し
ま
し
た
。
航

空
機
の
大
型
化
、
高
性
能
化
に
合
わ
せ

た
運
航
乗
務
員
数
の
削
減
、
燃
費
効
率

の
上
昇
と
い
っ
た
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、

作
業
合
理
化
に
よ
る
地
上
職
の
削
減
、

契
約
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
導
入
、
と
い

っ
た
人
件
費
削
減
の
経
営
努
力
も
し
て

き
て
い
ま
す
。

Ｑ
夫
婦
で
利
用
し
た
際
、
自
動
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
機
で
席
を
指
定
し
た

ら
、
隣
同
士
に
な
ら
な
か
っ
た
。
機
内

で
は
隣
同
士
の
空
席
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
座
席
を
指
定
す
れ
ば
よ
い
か
。

Ａ
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
で
の
座
席

の
指
定
方
法
に
は
、
座
席
表
か
ら

好
き
な
席
を
お
選
び
い
た
だ
け
る
「
お

好
み
」
と
、「
お
任
せ
」
の
２
つ
あ
り
ま

す
。「
お
任
せ
」
は
、
お
連
れ
様
が
い
る

場
合
は
連
続
席
を
、
不
可
能
で
あ
れ
ば

な
る
べ
く
近
い
席
を
選
ん
で
シ
ス
テ
ム

が
指
定
し
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
窓

側
・
通
路
側
の
ご
指
定
が
可
能
で
す
。

ご
質
問
に
あ
る
空
席
は
、
非
常
口
近

く
の
ご
指
定
で
き
な
い
席
か
、
搭
乗
放

棄
さ
れ
た
席
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

ご
面
倒
で
も
、
ご
予
約
時
に
座
席
を

指
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。
ま
た
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機

で
指
定
さ
れ
た
座
席
へ
の
ご
不
満
は
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
時
間
中
で
あ
れ
ば
係

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
J
A
S
と
の
統
合
が
話
題
で
あ

る
。
大
手
3
社
が
2
社
に
な
れ
ば

日
本
航
空か

ら
の
説
明
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ア
ン
ケ
ー
ト

「
第
5
回
”
企
業
観
“
ア
ン
ケ
ー
ト

の
概
要
」
に
つ
い
て

●
現
在
勤
め
て
い
る
会
社
で
は
、
企
業

活
動
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
「
株

主
」
で
あ
り
、
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
を

何
に
も
増
し
て
優
先
す
る
と
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

企
業
の
果
た
す
役
割
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
不
況
を
理
由
に

忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
の

で
は
、
と
思
っ
た
。
（
20
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
社

会
に
対
す
る
責
任
で
、
そ
の
中
に
は
顧

客
・
社
員
・
生
活
者
を
重
視
す
る
ス
タ

ン
ス
が
大
切
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
無
視
し
た
と
き
、
不
祥
事

が
起
こ
り
、
安
易
な
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ

れ
、
事
業
所
の
閉
鎖
な
ど
地
域
社
会
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
食
品
会
社
の
不
祥
事
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
結
果
が
出
た
か
…
。

「
信
頼
感
」
は
最
低
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
不
祥
事
は
ほ

ん
の
氷
山
の
一
角
で
、
他
の
企
業
も
や

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
心
暗
鬼

に
な
っ
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
社
会
的
役
割
の
ト
ッ
プ
は

「
事
業
で
の
貢
献
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、

食
中
毒
事
件
や
狂
牛
病
に
端
を
発
し
て

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
企
業
の
ト
ッ
プ

連
中
の
言
い
訳
や
謝
罪
は
全
く
お
粗
末

な
も
の
。
部
下
の
不
始
末
は
会
社
の
責

任
だ
と
真
摯
に
受
け
止
め
る
姿
勢
は
見

受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ト
ッ
プ

に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
ト
ッ
プ
の
不
手
際
で
働
く
人
々

が
路
頭
に
迷
う
、
ま
た
政
治
家
の
無
策

で
国
民
が
困
窮
す
る
、「
早
く
ど
う
に
か

し
て
」
と
叫
び
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に

つ
い
て

●
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
す
る

企
業
が
増
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

し
た
。
人
員
削
減
よ
り
も
、
仕
事
を
分

け
合
っ
て
、
自
分
の
生
活
も
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
育
て
中

の
女
性
も
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
し
、
反

対
に
男
性
も
も
っ
と
子
育
て
に
参
加
で

き
、
家
庭
生
活
に
も
変
化
が
生
じ
る
と

思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
雇
用
責
任
は
極
め
て
高
い
が
、

勤
労
者
個
人
個
人
も
企
業
の
責
任
ば
か

り
を
問
え
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

個
人
の
”責
任
“
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
我
が
家
の
主
人
も
今
年
60
歳
。
今
、

定
年
退
職
す
る
べ
き
か
、
賃
金
は
安
く

な
る
が
、
正
社
員
と
し
て
続
け
る
か
選

択
中
。
定
年
し
て
何
も
や
る
こ
と
が
な

い
の
が
つ
ら
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
終
身
雇
用
制
の
崩
壊
は
あ
ま
り
に
早

く
、
且
つ
急
激
で
あ
る
。
日
本
の
組
織

は
世
代
交
代
が
進
ま
ず
硬
直
化
し
て
い

る
。
会
社
業
績
が
落
ち
込
め
ば
リ
ス
ト

ラ
。
企
業
が
破
綻
す
れ
ば
社
長
が
記
者

会
見
で
頭
を
下
げ
、
社
長
職
を
辞
任
し

た
ら
良
い
と
い
う
責
任
の
と
り
方
が
問

題
。
会
社
ト
ッ
プ
は
雇
用
に
つ
い
て
社

員
を
切
る
前
に
我
が
身
を
切
る
べ
し
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て

●
朝
日
新
聞
の
姿
勢
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

「
情
高
論
低
」
と
言
っ
て
も
情
報
量
は
新

聞
に
載
せ
ら
れ
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
、

何
を
載
せ
る
か
は
や
は
り
そ
の
新
聞
の

ス
タ
ン
ス
だ
と
思
う
。
読
者
に
こ
び
る

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
ほ
し
く
は

な
い
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
朝
日
新
聞
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
く
、
セ
キ
ス
イ
の
家
に
住
ん
で
い
る

わ
け
で
も
な
く
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
む

機
会
も
少
な
い
。
こ
の
記
事
が
な
け
れ

ば
３
社
の
企
業
体
質
を
知
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

『ネットワーク通信NO.11・12合併冬号』を読んで

Ｑ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
な
ど
、
人

間
が
行
っ
て
い
る
作
業
が
あ
る

が
、
人
間
は
、
ミ
ス
を
し
や
す
い
。
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
防
い
で
い
る
の
か
。

Ａ
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
昨
年
の
ニ
ア

ミ
ス
は
、
管
制
担
当
者
の
誤
指
示

が
原
因
で
し
た
。
人
間
が
作
業
す
る
以

上
、
間
違
い
は
皆
無
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

一
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
正
確
で

す
が
、
入
力
し
た
も
の
し
か
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

空
港
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
は
、

航
路
や
空
港
周
辺
の
風
向
・
風
量
・
気

象
と
い
っ
た
刻
々
と
変
化
す
る
情
報
を

伝
え
る
仕
事
な
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

人
間
が
行
な
う
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
仮
に
人
間
が
誤
っ
た
指
示
を
し

た
場
合
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
二
重
三
重
の
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ

（
ミ
ス
や
故
障
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
際
に
必
ず
安
全
側
に
作
動
す
る
シ
ス

テ
ム
）
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
人
間
の
作
業
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
如
何
に
う
ま
く
連

携
さ
せ
る
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
座
席
が
狭
く
窮
屈
で
あ
る
。
も
っ

と
快
適
な
空
間
に
な
ら
な
い
も
の

か
。
機
内
で
の
健
康
管
理
に
航
空
会
社

で
も
気
を
遣
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
深
部
静
脈
血
栓
病
が
「
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」
と
言
わ
れ
て

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ス
や
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
で

も
起
こ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
座
席
が

狭
い
か
ら
で
は
な
く
、
長
時
間
下
肢
を

動
か
さ
ず
に
座
っ
て
い
る
場
合
に
、
大

腿
の
奥
に
あ
る
静
脈
に
深
部
静
脈
血
栓

と
い
う
血
の
か
た
ま
り
が
出
来
て
、
血

行
障
害
を
起
こ
す
と
い
う
も
の
で
す
。

国
際
線
な
ど
長
距
離
の
便
で
は
、
体

操
ビ
デ
オ
を
放
映
し
て
体
を
動
か
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、
防
止
策
の
注

意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
座
席
も
、
座
席
の
背

の
部
分
を
薄
く
し
た
り
し
て
、
少
し
で

も
圧
迫
感
を
緩
和
す
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
快
適
な
空
の
旅
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
最
近
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
を
希
望
さ
れ
る
ツ
ア
ー
の
お
客
様
も
、

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

得
な
割
引
運
賃
を
設
定
し
ま
し
た
。

Ｑ
私
は
愛
煙
家
だ
が
、
機
内
禁
煙
に

至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
嫌
煙
運
動
は
世
界
の
潮
流
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
完
全
禁
煙
を

決
め
る
前
に
、
分
煙
化
の
検
討
も
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
航
空
機
と
い
う
空
間

の
中
で
煙
や
臭
い
を
完
全
に
遮
断
で
き

る
設
備
に
す
る
に
は
、
技
術
的
な
問
題

に
加
え
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
運
賃
に
上

乗
せ
す
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
の

で
、
全
面
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
禁
煙
パ
イ
プ
な
ど
も
搭
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
・
専
門
研
究
員
　
三
枝
　
敬
）

機会均等の世の中で、乗務員は
女性だけの仕事ではないでしょ
うし、事故などの時には、体力
のある男性の役割は重いと思い
ます。男性の客室乗務員を増や
してほしい。

●

たくさんの方が運航に関係して
いることがよく分かりました。
騒音や暑さなど劣悪と思われる
条件の中で機体整備に携わって
いる方々には特に感謝します。

●

着陸料や駐機料が世界と比べて
極度に高いと初めて知った。も
っと、航空会社が世間に情報を
公開し世論を味方につけて、引
き下げを求めるべきだと思いま
した。そうでないと世界の航空
会社との競争ができないでしょ
う。

●

障害者にとって移動手段は最大
のテーマです。飛行機の旅がで
きることで障害者がどれだけ感
動を覚えるかは健常者には十分
に分かっていただけないでしょ
う。今回、車椅子の私をハー
ド・ソフト両面からサポートし
てくださったJALの皆様に感謝
いたします。

●

JAL側出席者の役職が高く、消
費者の意見にも親切丁寧に対応
していただき、好感を持ちまし
た。それに比べ消費者側の意見
は、私を含めレベルが低いと思
いました。もっと勉強しなけれ
ばと思います。

出席者の感想から
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●
皆
さ
ん
業
種
に
よ
っ
て
工
夫
さ
れ
て

い
る
点
は
違
う
の
だ
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん

と
現
代
の
問
題
を
捉
え
、
環
境
や
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に
創
意
工
夫

し
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
セ
キ

ス
イ
さ
ん
は
、
作
っ
た
家
の
３
Ｒ
・
雨

水
・
太
陽
光
電
池
の
研
究
に
力
を
い
れ

て
、
そ
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。（

40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
と
生
活
者
が
と
も
に
話
し
合
え

る
場
が
今
後
と
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。
生
活
者
に
も
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
勉
強
に
な

り
ま
す
。
企
業
も
大
い
に
P
R
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
（
60
歳
代
・
男
性
）

「
社
会
広
聴
活
動
」
に
つ
い
て

●
私
は
今
21
歳
で
、
ま
だ
実
際
に
働
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世

の
中
の
流
れ
、
し
く
み
、
経
済
に
は
と

て
も
興
味
大
で
あ
り
、
こ
う
い
う
読
者

の
意
見
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
冊
子
は
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。（
20
歳
代
・
女
性
）

●
会
員
の
増
加
に
よ
り
、
よ
り
幅
広
い

意
見
が
聞
け
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
み

で
す
。
企
業
か
ら
、
ま
た
会
員
か
ら
と

活
発
に
意
見
の
行
き
来
が
で
き
た
ら
と
、

思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
ト
ッ
プ
の
人
に
は
、
国
民
の

声
が
届
き
に
く
い
も
の
で
す
。
生
活
者

の
視
点
で
物
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

生
活
者
の
声
を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
最
近
、
政
界
・
財
界
・
官
庁
と
も
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
こ
と
に
寂
し
い
思

い
が
し
て
な
ら
な
い
。
社
会
広
聴
活
動

を
今
後
と
も
継
続
・
充
実
さ
せ
、
少
し

で
も
改
善
へ
の
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

「
そ
の
他
ご
意
見
」

●
大
切
な
事
で
あ
り
な
が
ら
、
日
々
の

生
活
に
追
わ
れ
、
見
過
ご
し
て
し
ま
い

そ
う
な
事
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
は

気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。（
30
歳
代
・
女
性
）

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
読
む
ば
か
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
こ
ち
ら
か
ら
も
意
見
が
言
え
る
よ

う
も
っ
と
社
会
的
視
野
を
広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
第
一
線
を
引
退
し
て
か
ら
の
社
会
と

の
接
点
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」

を
読
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
い
ろ

い
ろ
の
分
野
に
目
を
向
け
た
活
動
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
（
60
歳
代
・
男
性
）

●
社
会
の
色
々
な
問
題
に
対
し
て
幅
広

い
意
見
が
集
約
さ
れ
、
自
分
と
し
て
ど

の
方
向
へ
進
め
ば
よ
い
の
か
と
い
う
指

針
と
な
る
。

（
70
歳
・
男
性
）

242525

はじめま
して。こ
れから社
会広聴活
動を担当
すること
になりま
した。
「アンケー

ト」、「識者と語る論談倶楽部」、「企業と生活者懇談会」を
通じて、企業と社会の架け橋役を努めさせていただくとい
う大変な仕事に、身の引き締まる思いです。会員の皆様か
らいろいろと勉強させていただきたいと思っておりますの
で、よろしくお願いいたします。

三枝　敬
会員の皆様、いかがお過ごしでしょ
うか。私は、１年半の間、主に企業
と生活者懇談会の企画と実施、皆様
にお届けするレポートを担当してき
ました。様々な地・様々な企業での
懇談会で皆様にお会いし、改めて企
業の社会的責任の重さを教えていた

だいたのですが、この７月より出向元の企業に帰任する
ことになりました。この広聴活動が、会員の皆様の協力
をいただきながら更に発展していくことを、静岡県の浜
松から応援しております。

岡本　清美
お寄せいただく会員の皆様のご意見に、
毎回毎回感心させられております。
でも、ちょっと残念なことは、男性の20
～50代の方からのご意見が極端に少な
いことです。
ご多用なこととは存じますが、ぜひとも
ご意見をお寄せください。

お待ちしております。

林　祐輔
ワールドカップが終了し、宴の後の
寂しさが迫ってきます。機を同じく
して、出向期間を終え7月から会社
の方へ戻ることになりました。この
2年間は、会員の拡充、インターネ
ット会員制度の導入、会員のホーム
ページ開設など広聴のインフラづく

りに取組んでまいりました｡「仏を作りこれから魂を」
というところで、センターを後にしなければなりません。
魂を入れるのは、後任の山田、岡本に託します。合わせ
て、新しい担当者にも旧に倍してのご支援をお願いいた
します。本当に2年間ありがとうございました。

新 事 務 局

左から山田 俊彦、立田 邦夫、竹下 寿美男
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